
－85－ 

    令和６年玉村町議会第３回定例会会議録第２号       
 

令和６年９月３日（火曜日） 

                                         

議事日程 第２号 

   令和６年９月３日（火曜日）午前９時開議 

日程第 １ 一般質問 

                                         

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 



－86－ 

出席議員（１２人） 

        １番  羽 鳥 光 博 君        ２番  堀 越 真由子 君 

        ３番  松 本 幸 喜 君        ４番  笠 原 則 孝 君 

        ５番  小 林 一 幸 君        ６番  月 田   均 君 

        ７番  備前島 久仁子 君        ８番  三 友 美惠子 君 

        ９番  髙 橋 茂 樹 君       １０番  浅 見 武 志 君 

       １２番  新 井 賢 次 君       １３番  石 内 國 雄 君 

欠席議員 なし 

                                         

説明のため出席した者 

町     長 石 川 眞 男 君 副  町  長 萩 原 保 宏 君 

教  育  長 鈴 木 寛 史 君 総 務 課 長 齋 藤 善 彦 君 

企 画 課 長 関 根 伸 行 君 税 務 課 長 貫 井 利 行 君 

健康福祉課長 岡 田 寛 子 君 子ども育成課長 今 井 理恵子 君 

住 民 課 長 丸 山 智 志 君 環境安全課長 齋 藤   博 君 

経済産業課長 平 野 敏 行 君 都市建設課長 原 田 英 樹 君 

上下水道課長 上 村 明 弘 君 
会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 

関 根 聡 子 君 

学校教育課長 青 木 栄 二 君 生涯学習課長 畑 中 哲 哉 君 

                                         

事務局職員出席者 

議会事務局長 齋 藤   恭 局 長 補 佐 萩 原   穣 

庶 務 係 兼 
議 事 調 査 係 

重 田 智 美   



－87－ 

〇開  議 

   午前９時開議 

◇議長（石内國雄君） 着席願います。おはようございます。ただいまの出席議員は１２名でありま

す。定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

                      ◇                   

〇日程第１ 一般質問 

◇議長（石内國雄君） 日程第１、一般質問を行います。 

２日に引き続き順次発言を許します。 

 初めに、１番羽鳥光弘議員の発言を許します。 

              〔１番 羽鳥光博君登壇〕 

◇１番（羽鳥光博君） 皆さん、おはようございます。傍聴の皆様、誠にありがとうございます。議

長の許可が出ましたので、質問通告に従いまして３問ほど質問をさせていただきます。 

初めに、オリンピックで活躍できる選手を育む運動施設の設置についてでございます。１番といた

しまして、オリンピックにおけるスケートボード競技の影響と町民の運動促進について、東京

２０２０及びパリ２０２４オリンピックにおけるスケートボード競技での日本選手の活躍が、町民、

特に若い人に与えた影響について町はどのように考えますか。 

２番目といたしまして、壁打ちコートとスケートパークの設置の必要性についてでございます。 

（１）、現在町内にはどのような運動施設があるか。また、運動施設に対する町民からの要望につ

いての調査結果や町民からの意見はあるか。 

（２）、壁打ちコートやスケートパークの設置に対する町民のニーズや要望があるか。 

（３）、町では壁打ちコートとスケートパークの設置に関する具体的な計画やスケジュールはある

かということでございます。 

次の質問に行きます。外国籍の住民についてでございます。社会的に多様性や共生が叫ばれていま

すが、日本人の多くは多様性や共生に疲れ、もしくは懐疑的になっているのではないでしょうか。日

本はいつから多国籍国家になったのか心配であります。外国籍の住民が日本国内で暮らす上で、日常

生活におけるごみの問題をはじめ、雇用、医療、福祉、教育、犯罪、文化等の場面で見られる実態に

際して、社会的に様々な問題があります。政府は、この３月に外国人労働者確保のため、２０２４年

度から５年間、受入れ枠を８２万人とすることを閣議決定いたしました。入管難民法の改正により、

妻子の来日が認められることになり、今後は言語が通じない子供がさらに増えると予測され、教育現

場は外国籍児童生徒の対応に追われ、これまで以上に労力が注がれることになります。この教育分野

に限って言えば、国は高等教育機関、研究機関における情報、技術の国外流出対策の徹底、日本人留

学生よりも経済水準を考慮しない外国人留学生への奨学金優遇の制度を見直すべきであると考えてお
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ります。そこで、外国籍の住民が増加している玉村町における課題について伺います。 

（１）、玉村町の外国籍の住民は何人で何世帯か。その傾向はどうか。 

（２）、玉村町に居住する外国籍の住民の国民健康保険税を含めた町税の納税状況はどうか。言語

の問題で課税及び収税で苦慮していることはないか。また、水道料金と下水道料金ではどうか。 

（３）、玉村町内に居住する外国人のごみの出し方等の社会生活上の問題で、その対応に苦慮して

いることはないか。町は外国人の住民登録や国民健康保険の加入申請の際に、住民として暮らす上で

の法令及び社会生活上のルールの説明はどのように行っているか。それを守れなかったときの注意や

是正措置をどのように行っているか。 

（４）、外国籍の住民の子供は玉村町の保育所、幼稚園、小学校、中学校に何人在籍しているか。

その傾向はどうか。教育上、特に苦慮している点は何か。福祉、教育にかかる費用は日本人と同じで

あるか。 

最後に（５）、玉村町は、増える外国籍の住民をどのように考え、どう取り組んでいこうとしてい

るのかでございます。 

最後の３番目の質問に行きます。水道水の安定供給についてでございます。水道料金改定の主要因

と今後の改定計画はどうであるか。 

（２）、水道水の安全性について、飲み水に影響があるとされる有機フッ素化合物、ＰＦＡＳの水

道原水への水質調査を町は行ったとの報道があったが、その調査結果の詳細はどのようなものであっ

たか教えていただきたいと思います。 

（３）、最後です。近時、水道管破断事故が各地で報道されていますが、人工知能、ＡＩを活用し

た水道の配水管点検の合理化に取り組んでいる自治体が全国にございます。水道管の耐用年数が

４０年とされる中で玉村町の取組はどうかでございます。 

以上で１回目の質問といたします。よろしくお願いします。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） おはようございます。それでは、羽鳥光博議員のご質問にお答えいたします。 

まず初めに、オリンピックで活躍できる選手を育む運動施設の設置についてのご質問は教育長から

お答えいたします。 

次に、外国籍の住民についてのご質問にお答えします。まず、１点目の玉村町の外国籍の住民につ

いてですが、令和６年８月１日現在の住民基本台帳によると、１，５２８人となっております。また、

世帯数につきましては１，０９６世帯であります。国籍別では、３８か国もの国々の方々が玉村町内

で暮らしております。傾向につきましては、人口急増が始まった平成３、４年の頃には、１００人程

度でありましたが、２０年前の平成１７年では８２５人で４７８世帯でありました。また、平成２６年

の５００人台を底に、１０年前の平成２７年には６２５人、世帯数３３７世帯まで落ち込みましたが、
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入国管理法の改正や難民認定法等の施行、新たな在留管理制度の導入などにより、平成３０年１０月

には１，０００人を超えました。令和元年からは、新型コロナウイルス感染症の蔓延により増加が鈍

化しましたが、コロナ禍が落ち着き始めた令和４年頃から増加が加速し、現在に至っております。 

次に、２点目の納税状況と水道料金、下水道料金の状況についてですが、まず外国籍の方の町税の

納付状況についてお答えします。まず、令和６年度当初における外国籍の方の納税義務者数及び滞納

者数ですが、個人住民税は納税義務者数１，２１１人のうち、滞納者数１５７人、固定資産税は納税

義務者数５５人のうち、滞納者数２人、軽自動車税は納税義務者数２０４人のうち、滞納者数９人、

国民健康保険税は納税義務者数１２２人のうち、滞納者数７５人となっており、これらを単純に合計

した納税義務者数は延べ１，５９２人で、うち滞納者数は延べ２４３人、約１５％となっております。

なお、日本人を含めた町税全体の滞納者数１，０２２人のうち、外国人の占める割合は約２４％とな

っております。また、令和６年度当初における外国籍の方の町税滞納金額については、延滞金を含め

約２，５６１万２，０００円であり、日本人を含めた町税全体の滞納金額約１億８，５６０万

５，０００円のうち、約１４％の割合となっております。 

言語の問題については、主に窓口対応において、日本語がうまく話せない方や聞き取れない方への

対応に苦慮することがあります。納税証明書や課税証明書等の税関係証明書の発行については、外国

語に翻訳した説明文の用意もありますが、課税及び収税の詳細な内容については、外国語で説明する

ことは極めて困難であるため、日本語が理解できる方の同行を求めることもあります。また、収納関

係においては、スマートフォンの翻訳アプリを使いながら納税相談等を行うこともあります。現状で

は、窓口来庁及び電話をかけてこられる外国籍住民については、日本語が分かる方であるか、日本語

が分かる方と同行される方が多数ですが、今後町内の外国籍の居住者の増加に伴い、税の仕組みや納

付方法等について、外国語の説明文を用意するなど、より一層課税、納税に対する理解を深めていた

だき、滞納となる外国籍の方々が増加することがないよう、納税を促していきたいと考えております。 

次に、水道料金と下水道使用料ではどうかということですが、一時的に住まれた方の中には、休止

の連絡をせずに帰国してしまう人もおり、未納となってしまうケースがあります。ただし、特別割合

が高いといったことはありません。 

また、言語による問題では、開始や休止の連絡時に発音やアクセントによって名前などの聞き取り

に苦慮することもございますが、特別弊害はありません。 

次に、３点目のごみの出し方等の問題、住民登録や国民健康保険加入時等のルールの説明、またそ

れらを守れなかったときの注意や是正措置についてですが、まずごみの出し方などの社会生活上の問

題では、羽鳥議員がおっしゃるように、その対応に苦慮しているところでございます。外国籍住民の

ごみの出し方について、地区役員の皆様からルールが守られていないごみステーションがあり、その

対応に苦慮しているという相談があります。これは、外国籍住民にとって、自国の文化の違いや自治

体によって異なる分別方法やルールを理解するのが難しいことが要因と思われます。なお、ごみ出し
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ルールが守られていないステーションがあると相談を受けた場合には、地区役員さんとの立会いの下、

口頭での注意、説明を行っています。 

また、町では、外国籍住民に向け、ごみと資源の出し方・分け方の英語、ポルトガル語、中国語、

ベトナム語版を作成し、希望があった地区、企業、アパートの管理会社などに配布をしております。

また、スマートフォンでごみ出し日をお知らせするアプリのさんあ～るもごみと資源の出し方・分け

方と同様、４か国語に対応しております。 

先進的な取組をしている市町村に状況を伺っても、外国籍住民によるごみの問題は発生しておりま

す。技能実習生などは、管理機関に日本でのマナーや日本語教育が義務づけられておりますが、各自

治体によって異なるごみの出し方を理解することは難しいと考えられ、異国でのマナーを知らず、自

国の習慣のままごみを捨ててしまうことは全国的な問題となっております。 

町としては、住民として暮らす上での法令及び社会生活上のルールの説明をする場面が少なく、大

手の企業や人材派遣会社に情報をお伝えしてもらうよう依頼しているのが現状です。また、玉村町国

際交流協会の日本語教室に通う学習者などには話を伝えることはできますが、限られた人数にお伝え

しただけでは解決することはできません。国でも、日本でのマナーを動画で配信しており、群馬県で

も文化共生・共創ポータルサイトというホームページで発信していますので、転入の際はそこにつな

がってもらえるよう案内していく方法を模索しています。 

外国籍の方々が転入するときに、必ず本人に案内できるとは限りませんので、引き続き企業、派遣

会社、管理機関との連携を密に図っていきたいと考えています。また、生活ルールを守れなかったと

きの是正については、現在区長や地区の皆様にご苦労をおかけしているところですが、町は伊勢崎警

察署に事務局のある伊勢崎・佐波国際連絡協議会のメンバーでもあることから、警察とも連携し、企

業へ出向いて講座や講話をお願いすることができますので、そういった場での啓発も考えています。 

それから、外国籍の方々の転入の際には、日本人の転入者と同様に居住する地区の区長への連絡を

促し、そのほか生活する上で必要な手続を各課で行うよう案内しています。そのときに、ごみ出しカ

レンダー等は国籍等に応じて英語、ポルトガル語、中国語、ベトナム語のものを渡し、説明を行って

おります。 

また、国民健康保険の加入時の手続に関しては、日本人と同様に加入後の国民健康保険税の説明や、

国民健康保険から社会保険に切り替わったときの手続の必要性の説明などを行っております。現在、

国籍別の説明資料等の作成を進めているところです。 

次に、４点目のご質問について、外国籍の住民の子供は玉村町の保育所、幼稚園、小学校、中学校

に何人在籍しているか。その傾向はどうか、教育上特に苦慮している点は何か。福祉教育にかかる費

用は日本人と同じであるかとのご質問のうち、保育所についてお答えいたします。町内の保育所、認

定こども園に在籍している町内在住の外国籍児童は、令和６年８月１日現在で３４名となっています。

また、玉村町に住所を有し、伊勢崎市の保育所へ通園している外国籍児童が１名います。国籍として
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は、フィリピンが２２名と最も多く、ネパールが３名、バングラデシュ、中国、ブラジル、ベトナム、

ミャンマー、ペルー等の国籍を有する児童がそれぞれ１名から２名程度となっています。 

子ども育成課の窓口や保育所では、保護者とのコミュニケーションにおいて苦慮することもありま

すが、日本語を理解している保護者も一定数いる中で、日本語に不安のある保護者とは、スマートフ

ォンの翻訳機能を使用したり、あるいは保護者自身が日本語を話せる知人等を通訳として連れてきた

りすることもあります。このような形で日本語が話せない保護者とも意思疎通を図っており、行き違

いやトラブルとならないように対応しています。また、子供たち自身は年齢も低いため、保育所の集

団生活の中で自然と保育士の話す内容を理解できるようになっていくように思われます。 

そして、費用の負担についてですが、保育料や副食費、教材費といった保護者負担、あるいは保育

所に入所するための要件についても、国籍を問わず、全員が日本人と同じ基準となっています。 

最後に、５点目の増える外国籍の住民をどのように考え、どう取り組んでいこうと考えているかの

ご質問についてですが、外国籍住民が増え、その外国籍住民が集合しているコミュニティーをつくれ

ば、日本人も不安を感じることはあると思います。しかし、一方で、外国籍の方々はもっと不安で、

言葉も不自由で地域になじめずに暮らしていることは容易に想像できると思います。まずは地域住民

と交流する中で顔の見える関係を構築し、お互いの不安や文化の違いなどの溝を少しずつ解消してい

けるよう、町としても様々な支援を展開していきたいと考えております。どんな方法がいいのか、ど

んな情報が必要なのか、ニーズ調査のためのアンケートを行うべく現在準備等を進めております。こ

れには、昨年度に発足した玉村町多文化共生地域づくり検討委員会の委員の皆様のお知恵を拝借して

おります。また、今後の町としての取組についてもお知恵を拝借していきたいと考えております。 

人口減少社会の中で、労働力不足はもはや外国籍の方々のお力をお借りしなければ経済は立ち行か

ない日本です。さきの入国管理法の改正により、玉村町でもこれからますます外国籍住民の方々が増

えていくと予想されます。そのような中、玉村町内はもちろん、玉村町周辺で働く外国籍の方々と日

本人住民が共生できる方法は徐々に変わっていくと思いますので、今後何がよいのか、何をしていけ

ばよいのか研究を重ねながら、多文化共生社会の実現に向けて取り組んでいきたいと考えております。 

このご質問の４点目の外国籍住民の子供のご質問については教育長からお答えいたします。 

最後に、水道水の安定供給についてお答えいたします。まず初めに、１点目の水道料金改定の主要

因と今後の改定計画についてですが、町が将来にわたって安全でおいしい水を安定的に供給するため

には、浄水場や配水管などの施設の老朽化や耐震化に対応する必要があります。そのためには、多額

の更新費用がかかりますが、人口が減少し、それに伴って、水道使用量も減少していく中で、現行の

水道料金収入では更新費用を賄うことが困難なことから、水道料金の改定を計画させていただきまし

た。今回の料金改定では、改定率を２０％と設定させていただき、令和７年４月から新料金の適用と

なるよう計画しております。今後は、４年ごとに料金の見直しを実施する計画となっております。 

次に、２点目の有機フッ素化合物、ＰＦＡＳの水道原水への水質調査結果についてですが、使用し
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ている水源７か所のうち、井戸の深度によって検出される割合が異なるため、検出度の高い浅井戸の

第１０水源で今年の５月に行いました。その結果の数値は、検出下限値未満、１００万分の５ミリグ

ラムパーリットルで計測することができなかったことから、不検出となりました。 

最後に、３点目の水道破断事故に関連し、人工知能、ＡＩを活用した配水管点検の合理化に対する

取組についてですが、最近の技術でありますので、今後近隣市町村の動向や費用対効果を見極め、導

入を検討していきたいと考えております。 

◇議長（石内國雄君） 教育長。 

              〔教育長 鈴木寛史君登壇〕 

◇教育長（鈴木寛史君） おはようございます。羽鳥議員のオリンピックで活躍できる選手を育む運

動施設の設置についての質問にお答えいたします。 

初めに、オリンピックにおけるスケートボード競技の影響と町民の運動促進についてお答えします。

オリンピックにおける日本選手の活躍やメダルの獲得は、子供たちや若者たちに大きな夢や目標を与

えることにつながり、様々なスポーツに対する興味、関心を喚起する大きな意義があるものと考えま

す。中でも、スケートボードについては、東京オリンピック、パリオリンピックともに、１０代の若

年層の選手たちの大活躍もあり、自分もスケートボードを体験してみたい、技を磨いてみたいという

若者が全国で増加していると認識をしております。 

次に、壁打ちコートとスケートパークの設置の必要性について、まず１点目の町内の運動施設はど

のようなものがあるか、町民からの要望や意見はあるかについてお答えいたします。現在、指定管理

を含め、生涯学習課が管轄している運動施設については、総合運動公園、東部工業団地内運動公園、

玉村町グラウンドゴルフ場、Ｂ＆Ｇ海洋センター、社会体育館がございます。玉村町では、これらの

運動施設全体を含めた町民満足度調査を実施しておりますが、令和５年度の結果によりますと、町有

スポーツ施設に関する項目についての満足度が５段階評価において、令和元年度の３．８５から、

０．２５ポイント上昇し、４．１０という結果になっております。 

また、町民からの運動施設に対する個別の要望や意見についてですが、町民の皆様からの町への意

見メールや愛町箱、受付等へ口頭で寄せられる運動施設への要望や意見を逐一確認し、直接回答する

といった対応は日頃から実施しております。 

次に、２点目の壁打ちコート、スケートパークのニーズや要望についてですが、令和４年度に玉村

町スケートボード協会からいただいた要望書や、議会における一般質問をいただいた内容を除きまし

ては、先ほどの意見メールや愛町箱、要望などを過去に遡って確認したところ、両施設の設置に対す

る要望についての記録は確認することができませんでした。ただし、施設の指定管理者の話では、ス

ケートパークが欲しいとの声が口頭で数件寄せられたとのことでした。 

最後に、３点目の町では壁打ちコートやスケートパークの計画や設置スケジュールがあるのかにつ

いてですが、以前に議会でいただいた質問でもお答えしましたとおり、町全体で多くの公共施設等を



－93－ 

整備してきた中で、年月の経過に伴う劣化や耐震性能不足等が見られ、今後も維持管理上大きな財政

負担が生じることが予想されます。そのため、現段階では既存施設の点検や修繕、更新等の対策を最

優先と考えており、今のところ壁打ち用コート及びスケートパークに関する具体的な計画やスケジュ

ールは設けておりませんが、今後も住民の皆様のニーズや動向を見ながら、今後の課題の一つとして

研究していきたいと思います。 

次に、羽鳥議員の外国籍の住民のご質問について、外国籍の住民の子供は玉村町保育所、幼稚園、

小学校、中学校に何人在籍しているか。その傾向はどうか。教育上、特に苦慮している点は何か。福

祉、教育にかかる費用は日本人と同じであるかについてのご質問にお答えいたします。まず、幼稚園、

小学校、中学校の外国籍児童生徒の在籍人数ですが、それぞれ幼稚園２人、小学校３９人、中学校１７人

となっております。また、その傾向についてですが、国籍別の傾向は多い順にフィリピン国籍の小学

生２４人、中学生１２人、ブラジル国籍の小学生６人、中学生１人、ペルー国籍の小学生２人となっ

ております。 

次に、教育上特に苦慮している点についてですが、児童生徒の実態については、日本語の読み書き

が全くできない状態で入国し、中学校への就学を希望するケースが増えています。中学生は、高校受

験を控えた時期であり、外国籍の生徒も高校への進学を希望する傾向にありますので、特に対応に苦

慮しているところでございます。また、保護者への対応においては、学校種にかかわらず、文化の違

い等もあるため、丁寧な説明を心がけておりますが、意思の疎通に苦慮する傾向にあります。しかし

ながら、玉村町においては、中央小学校及び南中学校に日本語教室を設置し、できるだけ早く日本の

生活になじめるような支援や日本語の習得に対する支援等を行っているところでございます。 

最後に、教育にかかる費用についてですが、学校指定の学用品や制服については、日本人と同じも

のを用意していただいておりますので、保護者の費用負担は日本人と同等であると考えております。 

以上でございます。 

◇議長（石内國雄君） １番羽鳥光博議員。 

              〔１番 羽鳥光博君発言〕 

◇１番（羽鳥光博君） 自席より第２質問等させていただきます。答弁の順番で質問をさせていただ

きます。 

外国籍住民についてから行きたいと思います。私、川口市役所の副市長が県庁等の関係で国へ行っ

たときの同期生だったものですから、昨日いろんな問題を聞きました。川口は人口６０万人で外国人

が４万人ほど住んでおりまして、７．３％でございます。ちなみに、さっき町長から丁寧なご説明い

ただきましたけれども、玉村町は３万５，０００人住んでいて、大体１，５００人、４．３％、お隣

の伊勢崎市は群馬県で一番外国人が住んでおりまして、２１万人の人口に対して大体１万５，０００人、

７．１％、大泉町が群馬県内の３５市町村中外国人を占める割合率が一番多くて２０％、４万

１，０００人に対して８，５００人の外国籍の住民が住んでおりますということで、聞きましたとこ
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ろ、要するに昨年７月に実はトルコ系のクルド人が川口市立医療センターで騒動、騒ぎを起こして、

５時間ほど救急救命等の外来をストップされてしまったというようなことで、県警機動隊が出動して

大きな騒ぎが起こったということは、新聞紙上やＳＮＳのネット配信の中で出ておりまして、大変な

問題が起きているというようなことで、全国から注目を浴びているところでございまして、では現場

として、市役所としてどう対応しているのだと聞きましたらば、少なくとも市長と議会と話し合って、

国に意見書を出したそうです。要するに、ではどういう立場で出したのかというふうなことを聞きま

したらば、とかくこの外国人問題を取り上げますと、排外主義だとか差別だとか言えますけれども、

あまり行政も外国人の負の部分を開示とか説明とかそういうことはしないで、一部マスコミ等で報道

されることございますけれども、いろんな点に配慮して、外国籍の住民の方も住んでいるということ

は、日本の国民の方と同時にごみの出し方とか生活上のルールとか、そういうトラブル、騒動が起き

ないように、国に対しても財政的な支援とか教育上とか、あとそれから社会生活上の配慮を求める総

合的に意見書を送ったというようなことで、個別具体的な入管法をもって強化しろとかということは

なかったというのは聞きました。ということで、非常にあそこは、蕨市が大変外国人の方が多くて、

その流れで川口市のほうに来て、６０万の人口中４万人の方々が住んでいて、いろんな問題抱えてい

ると。ヤードを囲って、その中で解体業者が不法入国、あるいは出入国在留管理庁の施設に収容し切

れない仮放免の方々がお友達、知人をたどって同居している方がいるということは事実だというふう

なことおっしゃっていましたけれども、ということであまりこの問題は、外国人に対して負の見方で

考えることはいけないものですけれども、ただ実態としてどうかというようなことで質問したわけで

ございます。 

そこで、今議員や執行部の皆様のお手元にちょっと資料配付させてもらいましたけれども、実は令

和５年に入管法の違反事件で、１万８，０００件程度の違反があったそうでございます。これは出入

国在留管理庁の報道発表資料の抜粋資料ですけれども、１万８，０００件の入管法違反事件の中で一

番多いのは不法残留、１万６，０００、７，０００件ほどあるというふうなことで、大多数を占める

のですけれども、不法残留というのはいわゆるオーバーステイのことでございまして、日本から強制

送還されるというような方々、うち出国命令という形で、強制送還ではないのだけれども、もっとソ

フトな対応で措置される人が大体１万６，０００人のうち９，０００人ほどいるというようなことな

のですけれども、ということでやはりオーバーステイ、入ってきたけれども、期限を過ぎてしまった

方々が入管法違反で法律違反を犯しているというようなことでして、裏面に最後に在留資格別ではど

うかというのが書いてございまして、総数１万８，０００件の入管法違反事件のうち大体７，６００件

ほどが短期滞在者の方の入管法違反事件であるというふうなことで、短期滞在ビザ、大体観光ビザと

言われていますけれども、これが９０日とか３０日とか１５日以内で日本国に入ってきて、短期ビザ

の期間が切れても日本に居続けるというようなことで、そういった方々が日本国内で法令違反を起こ

すというふうなことの統計資料がございます。 
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そこで、町にお聞きいたしますけれども、先ほど町税のことをいろいろお話ししていただいた中で、

町長から非常に丁寧に説明していただきました。税務課長にお聞きしますけれども、先ほど４税目ほ

ど挙げていただいた中で、私がメモを取ったところ、個人住民税の滞納者の割合が一番高かったよう

に率としては見受けられましたけれども、個人住民税ですから、外国人の方へのこういう住民税とい

う制度の仕方とか、あるいは納税者に対するバックアップとか、それから実際滞納になった場合はど

うやって収納を外国人に働きかけているか、もう少し詳しく教えていただきたいと思います。 

◇議長（石内國雄君） 税務課長。 

              〔税務課長 貫井利行君発言〕 

◇税務課長（貫井利行君） 羽鳥議員のご質問にお答えいたします。 

まず、納税の関係で、課税なのですけれども、実際納税者数、滞納者数については、先ほど町長が

説明したとおりでございます。それで、令和６年度の当初課税の状況なのですけれども、外国籍の納

税義務者の人数ですが１，１６２人、うち特別徴収対象者が６６７人いらっしゃいます。その中で、

まず課税の状況について説明ということなのですけれども、住民税が出ているということで、大体事

業主がいるというところで、雇主の方、日本語が分かる方、その方に同席をいただいたりして課税の

根拠等を説明しているということになります。また、一番言語問題で苦労しているというところは、

課税も収納も同じところなのですけれども、中には今子供さんが学校に行っていて、子供さんのほう

が日本語が分かるという中で、子供さんに通訳をいただくという場合もあります。 

それで、特に課税の問合せというのは少ないのですけれども、その中で滞納になった場合、どのよ

うな滞納処分なり、滞納整理をしているかということなのですけれども、こちらについては日本人と

変わることなく、まずは滞納になりましたら早期に財産調査をしたりしまして、財産があればそこで

差押えを行うなどという対応をしております。その中で、外国籍の方の滞納者の処分等の状況なので

すけれども、まずいろいろ交渉なり折衝ができる方については当然分納誓約等を取っているところな

のですけれども、こちらについては令和６年の８月末現在で、滞納者全員、４０２人中、そういう分

納制約が取れている方については３４人いらっしゃいます。それで、また財産等見つかって、どうし

ても差押え等しなければならないということで、差押えを執行した人、特に預金等が多いのですけれ

ども、そういう方については全滞納者数３１９人いる中で、約３０人がそういうような処分を行って

おります。 

それと、居所不明だったり財産がもうなかったりということで、今後もう棚上げしなくてはならな

いなという前段の執行停止中という方については、全滞納者１４１人中３９人が外国籍の方というこ

とで、今滞納整理をしているところであります。先ほど羽鳥議員もおっしゃいました、言語問題とい

うのがやはり一番問題でありまして、そこについては町長の説明でもありましたが、窓口に来られる

方については、個人のスマートフォンでアプリで翻訳しながら、滞納整理の内容とか、差押えにどう

して至ったかとか、そういう説明についてはしているところであります。 
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以上です。 

◇議長（石内國雄君） １番羽鳥光博議員。 

              〔１番 羽鳥光博君発言〕 

◇１番（羽鳥光博君） スマホの翻訳アプリ等を使ってやられているということで、引き続き苦慮す

る点も多いかと思いますけれども、課税、収納における滞納は日本人と同様に外国籍の方への接触が

難しいですけれども、引き続きよろしくお願いいたします。 

では、住民課長にお聞きいたします。簡潔に答弁願います、時間もないので。実は、先ほどの入管

法違反で強制退去とか出国命令が出た方については、出入国在留管理庁のほうで一時的な収容施設に

入られまして、そこはコロナとかいろんな容積、定員の関係で仮放免される外国人が多くて、川口市

がそうなのですけれども、一番。それで大体仮放免されますと、住民登録ができないとか就労ができ

ないとか保険に入れないとかというような、そういう３つの制約が課されますと、どこ住んでいるの

だと聞きましたらば、友達んちの宅に居候しているということで、それは住民登録上の者になりませ

んから、そういった方々が、傾向とすると、銅線の問題とか梨とか桃とかブドウとか、ほか毎回のよ

うに新聞に出ていますよね。最近でも梨とか銅線とか、いろんな国籍の方々が警察に摘発されたとか。

そこでお聞きしたいのは、玉村町、先ほど町長もお話ししていた１，５００人ほど住んでいる中で、

住民登録する際に、知人や住民宅に居候するような、そういう方々の数値というのは把握しています

か。簡潔で結構です。できなければできないで結構です。 

◇議長（石内國雄君） 住民課長。 

              〔住民課長 丸山智志君発言〕 

◇住民課長（丸山智志君） 特には把握しておりません。 

◇議長（石内國雄君） １番羽鳥光博議員。 

              〔１番 羽鳥光博君発言〕 

◇１番（羽鳥光博君） そこら辺が、実は問題がありまして、なかなか日本も強制退去といっても、

国外に無理にお返しするわけいけませんから。難民申請の中では、大体二、三年期間置いて、その期

間中にいろんな問題が生じるというようなことが実態のようでございます。教育委員会でも外国籍の

住民の方については大変なご苦労をされています。私が心配するのは言葉が通じないことです。技能

実習生なんかだと結構母国から日本語を勉強してくるわけですよね。だけれども、短期滞在ビザで入

ってきて、日本にいて、どうしても憲法で保障する国民への教育の義務とか、いろんな点で外国籍の

住民の方も小学校、中学校に上がるわけでございますから、１点、まずそういう教育するべき根拠、

学校教育課長、どうですか。教育長でも結構ですけれども、何を根拠にしていますか。 

◇議長（石内國雄君） 教育長。 

              〔教育長 鈴木寛史君発言〕 

◇教育長（鈴木寛史君） お答えいたします。 
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外国籍の児童生徒が日本の学校で教育を受けることができる法的根拠は、まずは根本には日本国憲

法第２６条、「すべて国民は、法律の定めるところにより、その能力に応じて、ひとしく教育を受け

る権利を有する」と。この「すべて国民は」という中に、国内に居住する全ての人々に当てはめると

いうのが一般的な解釈でございます。また、教育基本法にも同様に、日本に居住する全ての人が教育

を受ける権利があると。学校教育法におきましては、今度は逆に保護者に就学義務が定められており

ますけれども、これについては外国籍のお子様の保護者については、本人は教育を受ける権利は保障

されますけれども、保護者に就学義務は発生いたしませんので、教育機関としましては、保護者と本

人の希望があれば、それを受け入れる義務が発生します。ただ、強制的に就学義務を働きかける根拠

はございません。 

現状は以上です。 

◇議長（石内國雄君） １番羽鳥光博議員。 

              〔１番 羽鳥光博君発言〕 

◇１番（羽鳥光博君） では、次行かせていただきます。 

実は、福祉で有名なスウェーデン、国民に優しい福祉国家を標榜するスウェーデンにおきましては、

多くない移民、難民の方々を受け入れてまいりましたけれども、在スウェーデン日本国大使館が今日

本国民に向けて警報を発してございます。脅威レベルは５段階あって、今３段階から４段階に引き上

げられております。というのは、移民、難民をたくさん受け入れてきて、永世中立国であるスウェー

デンも、寛容なことでもって平和とか住民の安心とか教育や福祉を行っていたのですけれども、非常

にテロとか暴力事件とか発砲事件とかが起きていまして、それはなぜかというと、やはり受け入れた

難民の方々の失業率が、私が読んだ本ですと９０％と高くて、それに激怒した移民が受け入れた国で

あるスウェーデン政府に対して猛烈な不安をぶちまけていることで、そういった騒動が起きていまし

て、特に第３の３５万人ほど人口がいるマルメというまちは一番特徴なところでございまして、そう

いったことであるから、やはり日本も、これは国の問題なのでしょうけれども、寛容の限界というの

を思い知っている諸外国、特にヨーロッパ諸国のことを考えれば、これから総裁、総理が選ばれる中

で、また総選挙が行われる中で、やはりこの問題については日本も移民、難民の問題とか外国人、さ

っき私が申し上げたように８５万人ぐらい５年間で受け入れるというようなことですから、いろんな

ものを含めて、やはり捉え方というのをもう少し私は入管法の規制も厳しくして、やはり日本人の文

化とか社会生活を送る上で、一緒になって安心安全な地域ができるような、玉村町に関してはそうで

あるべきだと思いますので、そんな意見を持っています。 

水道水のほうに行かせていただきますけれども、先ほど町長が来年４月１日に２０％値上げをする

と言いましたけれども、上下水道課長にお聞きします。その根本となる浄水場を建て替える計画につ

きまして、計画手法を簡潔に一言でどのような手法をもって計画しているので、お金がかかるから、

何％上がって、来年４月は２０％ですけれども、計画的にはどこまで上げる予定ですか、教えてくだ
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さい。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 

◇上下水道課長（上村明弘君） 今後の計画について説明させていただきます。昨日、議決をいただ

きました２０％については、おおむねご理解いただきまして、誠にありがとうございます。浄水場更

新、こちらが先ほど町長から答弁いただいたとおり、主要な要因となります。これまで経営戦略とい

うところで現在運営しています浄水場の老朽化を含めまして、いろいろな物価の高騰、それからエネ

ルギーの高騰等々、緩やかな値上げというのを考えていたのですけれども、そういった中、浄水場の

耐震不足であったり、それから浸水被害であったり、そういった危機管理を今回の計画で盛り込みま

した。そうした際に、今後の予定としましては、現在２０％というところでありますが、今後の発注

の状況、それから今後の有収水量の状況等々、計画的に値上げをしていくというところが避けて通れ

ません。現在、パブリックコメント等でお示ししたとおり、４年周期での料金改定を目指しておりま

す。今回、２０％というところでありますが、４年後の令和１１年、こちらはおおむね３５％程度を

目標にこれから精査してまいります。 

◇議長（石内國雄君） １番羽鳥光博議員。 

              〔１番 羽鳥光博君発言〕 

◇１番（羽鳥光博君） 全協の資料説明では、新浄水場建設手法を官民協働の手法でございますＰＰ

Ｐ、パブリック・プライベート・パートナーシップの手法を用いてやるというふうなことをお聞きし

ましたけれども、官民協働でいきますと、実は宮城県が上水、工業用水、下水全て丸ごとＰＦＩ手法

ですか、運営権も含めて全部民間会社、水メジャーに委託して、経営のノウハウも持たないような状

況で令和４年からスタートしましたけれども、私は恐れているのは、公共関係の水は命ですから、こ

れについては相当町が今後その浄水場新建設の中で、運営権やその運営能力も含めて、町に担保しな

がら民間のいいところを吸い上げた中でやらなければいけないと思っていますので、ＰＦＩの手法、

プライベート・ファイナンス・イニシアチブではないと言っていますけれども、ＰＰＰもそれに含ま

れるものですから、その懸念があるので、水の貧困問題ということも含めて、簡潔にその懸念を払拭

できるような何かご回答ございますか。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 

◇上下水道課長（上村明弘君） ＰＰＰ／ＰＦＩにつきましては、やはり国、県から、まず官民連携

というところのスタートから、各水道事業体につきまして可能性を調査するということが義務づけら

れております。ただし、やはり水道事業、これは各自治体で全く異なります。特に玉村町におきまし

ては、浄水場が１か所というところです。それは何を申し上げるかというと、まず一つの危険性、こ

れがあってはなりません。言ってみれば、民間に委ねたときに民間が何かあったときのバックアップ
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ができない、これは大変困ってしまいますので、まず町の特徴としまして、浄水場１つ、これを守り

抜き、継続して運営していかなければいけないというところで、まずこの官民連携の中から１つ大事

であります資金調達、そういったところにつきましては、町で行うというところの手法を選択しまし

た。そうしますと、官民連携といっても、やはりその官に対するウエート、民に対してのウエート、

こちらのバランスをよく取りながら考えております。そうしたときに、最低限の費用が発生するわけ

ですが、先ほど羽鳥議員が言われたとおり、水貧困ですか、これについてはやはり料金にこれが反映

されますので、そうしたときに料金のかけ方、上げ方、このタイミングとその費用と、こちらはまた

民と連携しまして、一番の効果的な玉村町に合った手法、これを取り入れたいというふうに考えてお

ります。そして、そういったＰＰＰ／ＰＦＩ導入可能性調査につきましては、今年６月に調査が終わ

りまして、成果が出ました。これにつきましては、今週の５日にございます総務経済常任委員会で細

かな説明とその後いろいろな方向で、全協で議員さんに対しての説明を行っていく。また、民意を反

映させる意味で多く皆様に伝えていきたいというふうに考えております。 

◇議長（石内國雄君） １番羽鳥光博議員。 

              〔１番 羽鳥光博君発言〕 

◇１番（羽鳥光博君） 実は、最近杉並区長が書いた本を読んでいますと、この水道水の公営化を再

公営化しなければいけないというようなことでいろんなことが書いてありまして、アイルランドでは

水道は全て公費で運営して、水のメーターがないそうです。フランス、イギリスも、サッチャー政権

の時代、新自由主義の中でいろんなものの民営化を図りましたけれども、再公営化を図るというふう

なことで、非常に水道というものについては、電気もガスもそうなのでしょうけれども、特にその生

きる上で必要な水については、その外資の水メジャーの委託の中で、運営権を譲渡して会社の経営の

中で、上下には水道料金に反映しますと、非常に安定的な水を供給してもらえないということになる

ので、再公営化に向かっている中で、今課長のお話を聞いていますと、これからいろんな手法を考え

るという中で、ぜひ決して宮城県がやったような運営権まで譲渡してしまって、丸ごと渡すようなこ

とがないように、資金調達はいろんな有利な点があるでしょうけれども、民間が入ってきますと、必

ず黒字を出さなければならないのですけれども、その分いろんな点で行政から契約の中でいろんな見

積りの中に、もうかるようにお金を出してきますから、そういうことも含めてお考えになっていただ

きたいと思います。 

次の質問に行きますけれども、先ほどＰＦＡＳの問題、発がん性との関連的なＰＦＡＳが相当な基

準値以下で検出されない、不検出であったというようなことで大変安心しましたけれども、この点に

ついても十分な配慮と再検査等をお願いしたいと思いますけれども、一言で今後の検査とか調査とか、

水を守る意味でもう一回お答え願いますが、簡潔にお願いいたします。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 
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◇上下水道課長（上村明弘君） ＰＦＯＳの関連ですが、こちらにつきましては、２０２０年、水道

水に含まれるという可能性がありましたということで、通達のほうが出ております。ただし、当初は

やはり工場ですとか、それから廃棄物処理場ですとか、そういったものの近隣のところの水質、それ

にはＰＦＡＳにあります２つの大きな物質、ＰＦＯＡとＰＦＡＳが検出されたというところ。これが

昨年度、厚労省のほうから、そういった工場が所在しないにもかかわらず、そういった物質が出たと

いうことで、やはり再度通達が参りまして、町のほうでも行いました。ただし、群馬県ではいろいろ

なところで地下水、表流水と調査のほうを以前から行っています。それで１か所、目標値以下のとこ

ろがあったものの、渋川市ということで、かなり離れております。また、玉村町においては、純粋た

る地下水、それから県水につきましては、年４回検査のほうをしていただいているということで、今

回の検査につきましては、１か所程度にとどめておりますが、今後もそういった群馬県内の様子、そ

ういったところも加味しながら、検査のほう適宜行っていきたいというふうに考えております。 

◇議長（石内國雄君） １番羽鳥光博議員。 

              〔１番 羽鳥光博君発言〕 

◇１番（羽鳥光博君） ７月１７日の上毛新聞にも「多くの飲み水影響監視広がる。発がん性と関連

して、ＰＦＡＳ」というふうなことで、非常に注目された記事が載っておりましたけれども、今後と

も引き続きこういった方面への検査や調査、関係団体や上流の取水の井戸等の関係の記事も出るでし

ょうから、行政の自治体の中の横の連携を深めて、安全な安心な水が供給できるようお願いしたいと

思います。 

もう５分切りましたけれども、最後に教育委員会からご答弁ありました、スケートパーク、壁打ち

コートについて質問いたします。ここから一番近いのは三室西公園、伊勢崎市の工業団地の中、それ

から太田市のスケートパーク、それから利根川沿いの境町にございます運動公園のスケートパーク。

多胡碑のあるところ、鏑川のところにある日高リハビリテーション病院前に大きなスケートパークが

あって、ここはかつてローラースケート場だったのですか、そこへ行ってきましたけれども、非常に

盛んなところもあるし、暑くて誰もいないところありましたけれども、何かこういう周辺に施設があ

るのですけれども、玉村町にも工業団地、高崎玉村スマートＩＣ北地区工業団地への公園整備とか、

あとそれから農業公園、玉村町道の駅の南に駐車場を拡張して、その後に新しい都市型農業公園をつ

くる中で、適地があると思います。あと、教育委員会もいろいろ教育長の答弁をいただきましたけれ

ども、どこか運動公園の一角に壁打ちコートとかスケートパークのようなものをつくっていただいて、

具体的に動き出してほしいと思うのですけれども、都市建設課長と、まずそれから学校教育課長のほ

うで、そういう構想に向けた具体性をちょっとお答え願いたいのですけれども。生涯学習課長ですね、

スポーツ振興は。願いいたします。 

◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 原田英樹君発言〕 
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◇都市建設課長（原田英樹君） お答えいたします。 

先ほどお話が出ました高崎玉村スマートＩＣ北地区の工業団地、こちらのほうは開発基準に基づき

まして、公園の整備を計画しております。面積とすると、５，０００平米を超えるような面積なので

すけれども、こちらの工業団地内の公園ということで、目的としますと、そちらのほうの区域内の環

境保全とか、避難場所、災害防止、レクリエーションのようなものが当初の目的になっておりますの

で、まずは地元の方がメインで利用するような公園というような位置づけとなります。周辺にも住宅

等がございますので、音の出るような施設とか、そういったものについては、まず工業団地内の公園

についてはそぐわないのかなというふうに考えております。 

もう一つお話の出ました道の駅の南側で計画しております観光交流拠点となる公園、こちらのほう

につきましては、整備の仕方が都市公園法の改正によってできました公募設置管理制度、通称Ｐａｒ

ｋ―ＰＦＩというもの、こちらの手法を使いまして整備する計画としております。そちらのほうで、

Ｐａｒｋ―ＰＦＩ自体が民間資金を活用して、民間企業が公園施設をつくるような制度になっており

ますので、参画を希望する民間企業のほうでそういったスポーツ施設をぜひつくって運営してみたい

というようなお話があれば、町のほうも企業と相談しながら検討をしていきたいと考えております。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） 生涯学習課長。 

              〔生涯学習課長 畑中哲哉君発言〕 

◇生涯学習課長（畑中哲哉君） 生涯学習課のスポーツの観点のほうからお答えさせていただきます。 

今回のパリオリンピックでも、若い方がメダルを取りまして、日本の新しいお家芸ではないかと、

スケートボードは言われております。確かに、前回東京オリンピックのときも、この議会でも子ども

議会等でも、スケートボード場の話が出ましたけれども、本当に非常に近年、群馬県以外でも設置が

増えているなと実感しておるところでございます。年明けには桐生市でも、新しいパークができると

いうことでございます。ただ、教育長の答弁でもありましたとおり、町の方向性としては、今少し費

用的にも難しいということでございますけれども、引き続き、当然ないよりはあったほうがいいと思

いますので、研究対象として、あれば関係人口の創出等、プラスアルファの面も出てまいりますので、

引き続き研究はしていきたいと思っております。 

                                         

◇議長（石内國雄君） 休憩いたします。１０時１５分に再開します。 

   午前１０時休憩 

                                         

   午前１０時１５分再開 

◇議長（石内國雄君） 再開します。 
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◇議長（石内國雄君） 次に、１２番新井賢次議員の発言を許します。 

              〔１２番 新井賢次君登壇〕 

◇１２番（新井賢次君） 改めておはようございます。議席番号１２番新井賢次です。議長から許可

をいただきまして、通告書に従い一般質問をさせていただきます。まずは傍聴席の皆さん、本当にあ

りがとうございます。今日はいつも以上に皆さんの温かさを感じています。本当にありがとうござい

ます。皆さん、今日玄関からお入りになるときに、「あいさつと笑顔の町役場」という看板に気がつ

いていただけたでしょうか。実はちょうど１年前の９月議会において、日本一の挨拶と笑顔の町とい

うことを掲げて一般質問させていただきました。その直後に、さすがに日本一というのは省略された

のですが、町長が早速、「あいさつと笑顔の町役場」という看板を掲げてくれました。そのときすご

くありがたく思いました。それからほぼ１年たつのですが、役場に来るときごとに何となく自分で温

かい気持ちになったという１年でした。お盆休みが終わった直後、役場に来たときに、玄関脇にあっ

た２枚の看板が外されていたのです。私は残念だなと思いながら、もう１年たったのだからなとこう

思ったのです。その２日後ぐらいにまた役場に来ましたら、また２枚とも立てかけてくれてあったの

です。担当の方に聞きましたら、要するに台風が来るという予報があったので、取りあえず一度傷む

といけないから外しておいたということだったのです。私は、そのときまたすごくうれしい思いがし

たということがありました。今日も実は役場に来たときに、一番最初お会いするのは玄関の入り口脇

で落ち葉なりお掃除してくれている清掃員の方なのです。「おはようございます」と声かけましたら、

清掃員さんも「いや、ご苦労さまです。おはようございます」ということで元気に明るく答えていた

だいて、すごく気持ちがいい思いをして、今日役場に入りました。この場所に立つと、なかなか笑顔

でというわけにはいかないのですが、今日も真剣に一般質問をさせていただきたいと思います。それ

では通告書に従い始めたいと思います。 

まず、１点目、滝川の防災対応及び周辺道路の環境整備について伺います。滝川は、玉村町内延長

距離約６．４キロのうち、約２分の１、３キロが町の中央部、住宅密集地を東西に流れています。近

年、河川内に大量の土砂が堆積、樹木、雑草が繁茂し、水路幅を大きく遮断している箇所が随所に見

られます。近年多発している線状降水帯による集中豪雨対策及び内水氾濫対策を考えると、現状のま

まの放置は大きなリスクを抱えているということになります。早急な対応が必要であると思いますが、

どうでしょうか伺います。 

さらに、滝川が玉村町の魅力的な自然遺産であるとの観点から伺います。令和２年に天狗岩用水が

世界かんがい施設遺産として登録され、注目を浴びています。天狗岩用水は、利根川の上流、坂東大

堰から、自然河川を含めると総延長２３キロに及ぶ農業用用水路であります。滝川はその下流域とし

て施設遺産の一端を占めており、玉村町にとって貴重な地域資源であり、自然遺産であると思います。

滝川の南右岸は車道及び滝川緑道、こちらは遊歩道及び自転車道として整備されてはいますが、未整

備部分が多い左岸の滝川管理用道路、河川管理用道路を含めて一帯の雑草処理をはじめとした環境整
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備に注力することによって、町の中心地にも近い滝川周辺に新たな町の魅力が創出されると思います。

そのことについて伺います。 

続きまして、大きな項目の２点目、玉村町環境基本計画の進捗状況について伺います。まず１つ目、

玉村町では、第６次玉村町総合計画に基づき、２０２１年に玉村町環境基本計画を策定し、目指すべ

き将来像として、「たまむらの自然をいつまでも～安心な生活と共に～」と掲げています。目標年度

を２０３０年としていますが、その中で玉村町基本計画ＰＤＣＡサイクルを構築し、計画どおり実施

できたかを点検し、改善策を講じるとしています。５つの基本目標に対して現状をどのように捉えて

いるのか伺います。 

２点目、令和４年４月、玉村町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）を策定しています。その中

での目標達成に向けた取組はどこまで進んでいるのか伺います。 

３点目、県が進めるぐんま５つのゼロ宣言への対応について、進捗状況を伺います。 

最後に、大きな項目の３点目、子供の貧困による教育格差の解消について伺います。経済的支援を

柱とする改正子どもの貧困の解消に向けた対策推進法が６月に成立しました。子供の貧困による教育

格差解消を目指すとしています。玉村町は総合計画、６つの重点目標の一つとして、子どもを育て未

来をつくるとし、１番目に子育て支援環境の整備充実を掲げています。その中で、主な事業としてい

る以下２項目について、具体的取組状況及び今後の課題について伺います。 

１、子どもの貧困対策事業。 

２、ひとり親家庭無料学習支援事業。 

以上、１回目の質問とさせていただきます。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 新井賢次議員のご質問にお答えいたします。 

まず初めに、滝川の防災対応及び周辺道路の環境整備についてお答えします。まず、滝川の河川内

の大量の土砂の堆積や樹木、雑草の繁茂により、水路幅を大きく遮断していることから、早急な対応

が必要ではないかとのご質問についてですが、滝川の管理は群馬県であるため、伊勢崎土木事務所に

確認をいたしました。伊勢崎土木事務所によれば、河川管理の方針として、河川の流下を阻害するも

のや護岸等の河川構造物へ悪影響を及ぼすおそれのあるものについて、優先的に対応するとのことで

あり、河川内の雑木等については、状況を確認し、優先順位をつけながら伐採を行っているとのこと

でした。数年前に比べ、河川内の雑木の状況は改善してきており、今後も護岸等の河川構造物に悪影

響を及ぼすものを優先的に伐採していくとのことです。河川内の雑草につきましては、繁茂はしてい

るものの、水の勢いにより倒れることから、大きな流下阻害にはならないと考えており、堆積土を除

去する際に合わせて、除去する方針であるとのことです。堆積等につきましては、令和２年９月議会

における新井議員のご質問に対し、堆積率が２０％を超えた場合にしゅんせつ等を行う方針であると
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の答弁をしておりますが、現在もその割合は超えていないとの認識であり、今後も引き続き河川巡視

や点検などにより、状況変化を監視しながら、必要に応じて除去を行っていくとのことです。 

次に、滝川一帯の環境整備についてですが、町が町道やサイクリングネットワークとして利用して

いる区間につきましては、河川占用に基づき、町が年３回の除草を行っており、藤岡大胡線から東の

滝川緑道につきましても、伊勢崎土木事務所との協定に基づき、町が年３回の除草や樹木剪定及び防

除を実施しております。左岸側につきましては、基本的に河川管理用道路であることから、河川管理

者である伊勢崎土木事務所が年２回の除草を行っております。また、左岸側の舗装につきましては、

令和３年度より伊勢崎土木事務所が錦野橋から軍配橋までの間の整備を順次進めており、今年度を完

成する予定となっております。今後につきましても、伊勢崎土木事務所と連絡を取り合いながら、左

岸側の舗装整備や適切な河川管理について要望してまいりたいと考えております。 

次に、玉村町環境基本計画の進捗状況についてお答えいたします。まず、１点目の玉村町環境基本

計画の５つの基本目標に対して、現状をどのように捉えているかについてですが、町では２０２１年

に玉村町環境基本計画を策定いたしました。計画の中では、目指すべき環境像として「たまむらの自

然をいつまでも～安心な生活と共に～」と掲げております。町の環境を守り、目標を達成するため、

地球温暖化の防止、自然環境の保全、循環型社会の構築、安心安全な社会の構築、環境教育の促進と

いう５つの基本目標を設定し、それぞれの目標に沿った施策を行うこととしております。 

取組状況としましては、まず１点目の地球温暖化の防止についてですが、再生可能エネルギーの導

入としまして、玉村町役場庁舎、玉村中学校、第４保育所、道の駅玉村宿に太陽光パネルを設置いた

しました。また、家庭用太陽光発電システムの設置や家庭用蓄電池の設置に対して補助金を交付する

ことで、住民の再生可能エネルギーや環境に対しての意識向上に努めました。 

次に、２つ目の自然環境の保全についてですが、河川クリーン作戦の実施やふれあい農園として遊

休地の活用、産業祭におきましてラズベリーの苗木の配布を行い、環境保全の意識向上に努めました。 

次に、３つ目の循環型社会の構築についてですが、家庭用生ごみ処理機の購入補助制度や古着のリ

サイクルボックスの設置等により、ごみの減量やリサイクル習慣の啓発を行い、また広報によりごみ

の発生抑制や意識啓発を行いました。 

次に、４つ目の安心安全な社会の構築についてですが、「不法投棄監視中」、「環境美化パトロー

ル中」、「防犯パトロール中」のマグネットを貼った公用車でパトロールすることにより、不法投棄

の監視活動や道路上の落下物の早期発見につながり、良好な生活環境の保全活動を行いました。 

次に、５つ目の環境教育の促進についてですが、小学生、中学生への環境教育としまして、環境ポ

スターコンクールを実施しました。また、玉村町のごみ処理とリサイクルについて、町民に広くＰＲ

するために、玉村町クリーンセンター見学会を開催しました。 

２０２１年の策定から現在までの現状としまして、達成できている目標、達成できていない目標が

ありますが、達成できている目標につきましてはさらに増進させ、達成できていない目標につきまし
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ては、さらなる取組を実施することで、目指すべき環境像、「たまむらの自然をいつまでも～安心な

生活と共に～」を実現したいと考えております。 

次に、２点目の玉村町地球温暖化対策実行計画書（事務事業編）の目標達成に向けた取組はどこま

で進んでいるかについてですが、地球温暖化対策として、町では２０２２年より、玉村町地球温暖化

対策実行計画（事務事業編）を開始しており、町有施設からの温室効果ガス排出削減について、目標

年度である２０３０年度には、基準年度の２０１３年度比で４０％削減する取組を開始しています。

目標達成に向けて、玉村町役場庁舎、玉村中学校、第４保育所、道の駅玉村宿に太陽光パネルを設置、

照明のＬＥＤ化、複数枚の印刷は原則両面印刷、節電、節水の協力依頼の掲示、古着のリサイクルボ

ックスの設置、近距離の用務は極力公用自転車の利用促進、産業祭において苗木の配布、下水道の普

及、促進等に取り組みました。 

温室効果ガス削減目標の基準年度であります２０１３年度の排出量が３，７２９トンに対して、令

和４年度終了時点の排出量は３，０２５トンでした。温室効果ガスの排出目標が２，２３８トンです

ので、引き続き目標達成に向けて取り組んでまいります。 

次に、３点目の県が進めるぐんまの５つのゼロ宣言への対応について、その進捗状況についてです

が、群馬県では２０５０年までに、災害に強く、持続可能な社会を構築するとともに、群馬県民の幸

福度を向上させるため、ぐんま５つのゼロ宣言をしました。そのうち、宣言２の温室効果ガス排出量

ゼロにつきまして、排出量削減計画の提出、報告が義務づけられておりますので、毎年群馬県へ報告

しております。現在、玉村町では宣言はしておりませんが、公共施設への太陽光発電システムの導入

や家庭用蓄電池の設置に対して、補助金の交付、食品ロスの削減やぐんま５つのゼロ宣言に沿った形

で、総合的、計画的に地球温暖化の防止に向けた取組を推進しているところです。 

最後に、子供の貧困による教育格差の解消についてお答えいたします。まず初めに、１点目の子供

の貧困対策事業についてですが、現在子ども食堂を開設している団体等への支援として、こども食堂

支援事業補助金を実施しております。運営費の一部補助のほか、今年度は給食センターでお盆の入替

え時に、古いお盆のうち状態のよいものを希望する団体へ配布いたします。独り親世帯や町民税非課

税世帯に対する各種使用料等の減免や給付金などの町が実施している支援に加え、フードバンクやフ

ードドライブなどにつきましても継続して取り組んでいけるよう考えてまいります。 

また、今年度より、こちらは群馬県の取組とはなりますが、大学等受験料及び模試費用の補助がス

タートする予定です。児童扶養手当受給世帯及び住民税非課税世帯の２０歳未満の高校３年生等及び

中学３年生の受験や模試の費用について一部を補助するもので、町は申請受付の窓口として協力する

予定です。 

次に、２点目のひとり親家庭無料学習支援事業についてですが、平成２８年度に群馬県母子寡婦福

祉協議会が主体となり、赤い羽根共同募金を財源として、勤労者センターを会場として事業を開始し、

令和元年度より西児童館に会場を移し、令和２年度からは町が群馬県母子寡婦福祉協議会に事業を委
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託する形で群馬県からの補助金も活用し、事業を継続しております。事業の実施に関しましては、西

児童館が休館となる土曜日に月２回から３回の教室を実施しております。今年度も５月からスタート

しており、８月までに１１日間、延べ３５名が参加し、学校の宿題や課題のほか、ホールや庭を使用

した運動などにも取り組んでおります。参加者の受入れに関しましては、人数に余裕があることから、

町及び群馬県母子寡婦福祉協議会において随時申込みを受付中ですので、引き続き周知に取り組んで

まいります。子供の貧困対策に関しまして、町として今後どのような支援が望ましいのか、引き続き

研究していきたいと考えております。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） それでは、自席から２回目以降の質問させていただきます。 

最初に、滝川の件ですが、防災対応について、今回の私の質問は県が対象であり、伊勢崎土木事務

所に調べていただいたと、確認していただいたというご説明でしたが、確認の方法はどういう形だっ

たのでしょうか。土木事務所にお伺いしたのか、あるいは電話でお伺いしたのか。都市建設課長、お

願いします。 

◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 原田英樹君発言〕 

◇都市建設課長（原田英樹君） お答えいたします。 

電話でも確認しましたし、メールでも確認しました。あとは、よく土木事務所さんとはいろいろ行

ったり来たりしておりますので、その際にも確認をさせていただきました。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） ありがとうございます。 

それで、都市建設課長は現状の滝川についてどんな認識をお持ちでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 原田英樹君発言〕 

◇都市建設課長（原田英樹君） お答えいたします。 

私も新井議員からご質問をいただいて、一応滝川を上流から下流まで確認をしてまいりました。確

かにおっしゃるとおり、見た感じ結構草が生えているなというところでは感じております。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） 私は、滝川周辺は、自宅に近いこともあって、ふだんの夕方の散歩コース



－107－ 

でもあるのです。ですから、特別に関心を持っていつも歩いているのですが、先ほどの答弁にもあり

ましたように、河川内にある樹木、要するに木、雑草ではなくて木については、私が前回質問した２年

前に比べて、確かに切り取られてあって、障害物として少なくなっているのかなとは思います。ただ

し、中に生える雑草については、特にこの時期ですともう相当大きくなっていて、ぱっと見ても、土

木事務所が言っている阻害が２０％を超えていないとはちょっと私は思えないのです。それで、先ほ

ど調査したとおっしゃっていましたが、その調査をいつやったのか。それから、町としてその調査に

立ち会うようなことができたのかどうか。それから、４年前に私が質問したときには、既に調査した

と言っていたので、それ以降も新しい形で調査しているのかどうか、それについて伺います。 

◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 原田英樹君発言〕 

◇都市建設課長（原田英樹君） お答えいたします。 

土木事務所のほうに確認をしましたところ、まず河川パトロールをする方が３名いらっしゃるそう

です。こちらの方が、５日間で佐波伊勢崎管内の川関係を全て回るような形になっているそうです。

ですので、滝川におきましても、月に４回程度パトロールで確認をしているそうです。そのパトロー

ルのほうで、雑木とかごみがあったりすれば、そちらのほうを計画的に除去すると。あと、土砂の堆

積に関しましては、県の方針としまして、おおむね５年ごとに堆積数調査をしているそうです。また、

それとは別に大きな洪水等があった場合には、その後の変化も把握しまして、緊急性の高いところか

ら順次堆積した土砂を撤去する方針とのことです。前回調査につきましては、令和２年に行っている

と。おおむね５年ごとということなので、次の調査は７年とか８年頃に行われるのではないかなとい

うふうに考えております。その調査関係につきましては、町が県と一緒に立ち会うということはやっ

ておりません。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） 令和７年に次の調査を行うということで、現状では町が立ち会わないとい

うことですが、ぜひ土木事務所にお話しして、立ち会っていただきたいなと、こういうふうに思いま

す。町のいろんな声がある中で、そのぐらいのことは相手も認めてくれるのではないかと思いますの

で、ぜひお願いしてみてもらいたいなと思います。 

現在、私も歩いてみて思うのですが、藤岡大胡線から下流は本当にもうきれいになっているのです、

見て。その上流がひどいのだと、こういうふうに思います。特に境橋、総合運動公園のところにある

橋が境橋ですが、それから上流が特にひどいのです。その部分は、多分高崎市のエリアなのだろうと

思いますが、土木事務所としては一緒なのだと思うのです。ですから、その部分についても玉村町と

しても声をかけていただいたらありがたいかなと思います。 
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それから、先ほど都市建設課長も現地を見られたとおっしゃいましたが、私も実は昨日こちらの議

会が終わってから滝川を一周しました。それで、私が今回の質問を出す時点では、要するに左岸も右

岸も相当草がいっぱいあったのです。伸び放題だったのですが、実は特に右岸の滝川緑道については、

今すっかりきれいになっています。先週から今週にかけて工事に入ってくれたようで、すごくきれい

になっています。歩いてみて気持ちいいです。昨日も歩きながら、何人かの人とお会いしたのですけ

れども、そんな話をしたら、すごくよかったということで、その人も気持ちよく散歩できるというよ

うな話をしていました。答弁の中で、町は年間に３回草刈りをしていると。それから、緑道について

は、剪定をしていると、こういうことでした。それから、左岸は土木事務所の管轄で年に２回だと、

こういうお話でした。実は、土木事務所の管轄する左岸も、ここ１週間ぐらいの間にすっかりきれい

になっているのですね。見ていましたら、業者さんが入ってきれいにしているのです。それで、なお

かつ先ほども説明がありましたけれども、部分的に舗装工事が進んでいると、こういうお話がありま

したよね。これは、４年前の質問ときには全くなかったことで、左岸も整備が進んでいるなと、こう

いうふうに思ったのですが、町として河川管理者である伊勢崎土木事務所が、左岸の、例えば今進ん

でいる舗装だとか、ほかの工事がどんな予定になっているのかというのは把握されているのでしょう

か。土木事務所として計画ができているのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 原田英樹君発言〕 

◇都市建設課長（原田英樹君） お答えいたします。 

町長の答弁にもございましたように、錦野橋、藤岡大胡線から軍配橋、とりせんから南に下がった

ところまでの間につきましては、伊勢崎土木事務所のほうで整備をしておりまして、今年度完成する

予定というふうに聞いております。ただ、そのほかの区間につきましては、なかなか県のほうも財政

状況等ございますので、今のところはっきりとした計画はないということで聞いております。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） それでは、左岸にある親水護岸と銘打ったところがあって、下に下りる階

段ができている部分、課長はご存じだったと思いますが、その部分について、子供さんも自由に今出

入りできるようになっているのです。その周りも１週間前までは草ぼうぼうだったのですが、実はも

う今きれいになっているのですが、そこに自由に入れるようにはなっています。その辺について、管

理は伊勢崎土木事務所だとは思いますが、町として今後どういうふうにしたらいいのだろうとお考え

でしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 原田英樹君発言〕 
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◇都市建設課長（原田英樹君） お答えいたします。 

そちらの階段を降りる親水護岸につきましても、管理のほうが伊勢崎土木事務所になります。現在、

２か所川のほうに降りる口があるのですけれども、扉はあるのですが、鍵がかかっていない状況であ

ると。多分つくられた経緯につきましては、当時親水というのがいろいろありまして整備されたのだ

と思うのですが、今現在ちょっと使われていないような状況です。子供さんが大人がいないときに入

ってしまったりすると大変危険な状況ですので、まずは鍵をかけさせていただいて、地元とか学校と

かで何か使いたいというようなお話があれば、その都度鍵をお貸しして開けるとか、そういった対応

をするのがいいのではないかというふうに、今土木事務所と協議をしている状況でございます。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） 多分つくった当初は、親水護岸と名前をつけているぐらいですから、町民

の皆さんが身近な施設としてそこで親しめる、そういう空間を目指したのだとは思います。ただ、現

状はそういうふうになっていないのですが、実は堆積土砂を除いた部分は、かなりきれいな河川とい

う感じが歩いていてするのです。草木がない部分は水路幅が広いから、水深もそんなに深くなくて、

ちょっとした清流が流れているという感じがします。ですから、今現状ではそういう形でシャットア

ウトするというのが取りあえずの策だとは思いますけれども、将来的にはそこに子供たちも入ってい

くようなきれいな川になったらいいのだろうなと思います。ですから、そういう方向を伊勢崎事務所

に、こんな意見が町としてあるよと、要望があるよというようなお話をぜひ聞いてただければなと思

います。 

それから、今滝川は年間を通して通水できていないのですが、これについては年間通水できる可能

性はあるのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 経済産業課長。 

              〔経済産業課長 平野敏行君発言〕 

◇経済産業課長（平野敏行君） ご質問いただきました年間通水、かんがい用水の通水の観点からお

答えさせていただきます。 

こちらの天狗岩のほうから通水されているお水の量なのですが、利根川から取水しまして、こちら

は国のほうで許可を受けて、天狗岩のほうで送水している状況でございます。許可水量につきまして

は、各期間ごとに厳密に定められております。まず、かんがい期につきましては１０．２３６立米、

これが秒当たりになります。それから、かんがい期以外、非かんがい期になりますが、こちらにつき

ましては秒当たり３．１立米、こちらが送水可能となっております。ですから、この許可水量からし

まして、非かんがい期につきましても、大分水量は絞られておりますが、年間通水は通常行っている

状況でございます。ただ、今現在坂東大堰の大規模改修を行っておりますので、令和５年度から令和
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１２年度まで、１１月から３月までは工事の影響によりまして、断水期間となっておりますので、今

現在は１１月から３月まで断水となっておりまして、年間通水に至っていない状況となっております。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） ありがとうございます。年間通水しているということですが、少量の水が

流れているということかと思います。先ほどからおっしゃっているように、滝川の沿川は総合運動公

園があったり、それから水辺の森公園にも近いし、それから県央水質浄化センターのそばにある緑地

広場にも近いのです。あそこからいろんな町の魅力あるところに行く、立地的にすごく恵まれたとこ

ろにある。なおかつ住宅街の中央にあって、町の中の中心、先ほど私、延長が約３キロと言いました

が約４キロあるのです、真っすぐの部分だけで。観光地としてよく有名な静岡県のカワヅザクラがあ

りますよね。あそこが延長大体４キロなのです。ほぼ同じくらいの沿川が滝川沿いにあります。です

から、ぜひあそこを整備していただいて、玉村町の新しい魅力の一つに間違いなくなると思いますの

で、それについていろんなことを考えていってもらいたいと、こういうふうに思っています。 

それでは、滝川については玉村町教育委員会が発行している小学４年生の副読本に、私たちの玉村

町という副読本があるのですが、その中で滝川について触れているのです。全部で１２０ページの中

で最低２０ページぐらい滝川用水について、紹介しています、天狗岩用水について。子供たちにもそ

ういう貴重なものであるということの勉強をしてもらっているのですが、私が読んだのは本なのです。

副読本なのですが、今はデジタル教科書になっているということを、学校教育課長から伺いまして、

実は近くの３年生と４年生の男の子に見せてもらいました、タブレットで。そしたらぱっとすぐ出る

のです。ぜひそれを見る皆さんのためにも、例えば子供だけではなくても、それを身近に大人も見れ

るようになればいいなということと、先ほど私がお話しした世界かんがい施設遺産に登録されたよと

いうことをぜひ加えていただけると、町のみんながもっと滝川のことを知ってくれるのではないかな

と思います。学校教育課長、どうでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 学校教育課長。 

              〔学校教育課長 青木栄二君発言〕 

◇学校教育課長（青木栄二君） おっしゃるとおりだと思います。デジタル教科書という形にしたこ

とのよさというのは、紙の場合ですと、４年分を一遍に印刷しておりました。ただ、今回の場合につ

きましては、デジタルのところで業者も入っていただいておりますので、それをこちらでこういうふ

うに直してくださいということをお願いすれば、直していただけるという形なので、そういったとこ

ろで、年度の途中であったりしても直りますので、今言われたことについては直して、修正していき

ながらよりよいものにできればなというふうに思っております。 

もう一点につきましては、大人の目でも見られるということについては、新井議員さんから、以前
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そういう話がありましたので、歴史資料館であるとか図書室にそういったものが見られるようなタブ

レット、あるいはパソコンを置いて、多くの方がデジタルで作成された社会科副読本を見られる機会

をつくれればなというふうに思って今動いているところです。そのほか全員にいろいろなところを知

らせるというふうになったときに、ＵＲＬをどこまでやっていいかというものについては、著作権で

あったりとか肖像権だったりいろいろなものが関係し合っていますので、今後その辺のことについて

も業者と確認を取りながら、いろいろな人に広められればなというふうに考えておりますのでよろし

くお願いいたします。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） ありがとうございます。 

町長、滝川用水の防災対応及び環境整備による自然遺産としての魅力発信について、町長のご認識

をお伺いします。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君発言〕 

◇町長（石川眞男君） 今、新井議員のおっしゃいました、世界かんがい施設遺産、天狗岩用水が登

録されました。それは、玉村町にとっても、非常に大きな魅力発信、自然遺産としての、そういう意

味があるものだと思います。本当に町の中央を通る多くの人たちが散歩等々で滝川に親しんでいると

ころが、言葉だけではなくて、現実にそういうものとしての認識ができるぐらい、きれいな環境を取

り戻すということは町にとっても非常にプラスになることだと思いますので、土木事務所のほうにも

働きかけていきたいと思います。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） ありがとうございます。ぜひお願いしたいと思います。 

それでは、次の２点目の環境問題について伺いたいと思います。先ほど答弁の中で５つの基本目標

について説明をいただきました。その中で達成できている項目、あるいは達成できていない目標があ

るということですが、目標年度が２０３０年ということですから、当然そうであろうと思います。そ

れで、私が先ほど説明聞いた中で、この点についてはかかっているのかな、もう既に始めているのか

なということが何点かありますので伺います。 

まず１つ目、地球温暖化の防止の中で、玉村町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）をつくると、

こう書いてあるのですが、事務事業編はもう既にできているということで、私もホームページを開い

て見たのですが、約２０ページもある立派な内容がある資料ができているということを確認させてい

ただきました。区域施策編については現状どういう形で考えているか、あるいはこれはどういう内容
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のものなのかについて教えてください。 

◇議長（石内國雄君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 齋藤 博君発言〕 

◇環境安全課長（齋藤 博君） お答えいたします。 

玉村町地球温暖化対策実行計画につきましては、地球温暖化対策の推進に関する法律に基づき策定

するものであります。事務事業編につきましては、役場として実施している事務事業において、温室

効果ガスの排出量を削減するものであります。今ご質問にありました区域施策編につきましては、町

民、事業者等、関係機関の協力を得ながら、町全体で取り組む内容となっております。町域全体での

２０５０年温室効果ガス排出量の削減を目指すものとなっております。 

現在の進捗状況なのですけれども、現在はまだちょっと計画のほうにつきましては取り組んでいま

せんが、２０２５年度にこちらの玉村町環境基本計画を見直す予定ですので、翌年２０２６年度には

区域施策編のほうを策定できればと考えております。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） 続きまして、２つ目の自然環境の保全に関してなのですが、その項目の中

で、目指すべき環境像として、たまむらの自然をいつまでもということをメインテーマにしているの

ですが、自然環境の保全も重要なことだと思うのです。その中で、町内全域の各種自然調査の実施と

あるのですが、こちらについては具体的にどのような計画で進めるのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 齋藤 博君発言〕 

◇環境安全課長（齋藤 博君） お答えいたします。 

大変申し訳ありませんが、現時点では各種自然調査の実施は行われていないため、具体的な計画、

実施方法はお答えできません。来年度、こちらの環境基本計画の計画見直しに併せまして、調査方法

を明確にし、実施できるよう進めていきたいと考えております。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） それで、３つ目の循環型社会の構築とあるのですが、発生抑制と分別の意

識啓発ということで、これはごみについてだと思うのですが、実は広報たまむら８月号の３ページに

クリーンセンターからのお願いということで、３ページ一面を使っての記事というか、ページがあり

ました。私、この中身を見てみたのですけれども、かなり詳細に皆さんに周知を図る意味で非常にい

いページだなと思って見ました。これはいい企画だったなと思いますので、よかったなということだ
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けお話しさせていただきます。 

それでは、次の地球温暖化対策実行計画、先ほどの事務事業編の中について具体的にちょっと１つ

伺うのですが、年に１回環境活動レポートを作成し、公表するとありますが、この公表の方法と、そ

れを見ての町民からの反応があったのかどうか、それについて教えてください。 

◇議長（石内國雄君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 齋藤 博君発言〕 

◇環境安全課長（齋藤 博君） お答えいたします。 

現在、ホームページのほうで公表を行っております。町民からの反応につきましては、今のところ

問合せ等は受けていない状況であります。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） 地球温暖化による弊害が、例えば今のこの夏の暑さとか酷さというか、そ

ういうことにも影響しているということは、結構多くの皆さんが感じているのだと思います。そうい

う意味でいうと、こういう環境レポートみたいなものについて、みんなも関心があるのかなと、持っ

てもらいたいなという思いはあるのです。それで、私もホームページに公表しているということで、

ちょっとホームページ開いたのですが、なかなか環境活動レポートにたどり着きませんでした、私が

開いてみて。ですから、もうちょっとみんなに分かるような形で公表していただけたらいいかなと思

いました。中を見たのですけれども、温室効果ガスの排出量達成状況、施設別排出量の５年間の推移、

それから排出量の多い６施設の５年間の推移等、かなり具体的に内容が公表されているのです。です

から、これをもっと皆さんに分かるというか、見やすい形で公表していただければという、これはお

願いです。 

では、次のぐんま５つのゼロ宣言への対応について伺います。今群馬県内の自治体で、県に倣って

５つのゼロ宣言をしている市町村について把握されていますか。 

◇議長（石内國雄君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 齋藤 博君発言〕 

◇環境安全課長（齋藤 博君） お答えいたします。 

現時点で１２市町村、藤岡市、館林市、みどり市、富岡市、安中市、千代田町、下仁田町、草津町、

上野村、嬬恋村、高山村、片品村がゼロ宣言を行っております。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） 先ほど答弁では、宣言はしていないけれども、これに沿った形で玉村町と
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しても実行が進んでいると、こういうお話でした。それで、この５つのゼロ宣言の内容は、自然災害

による死者ゼロ、それから温室効果ガス排出量ゼロ、災害時の停電ゼロ、それからプラスチックごみ

ゼロ、食品ロスゼロということですよね。それで、もちろん町として当然進めてくれてはいると思う

のですが、特に４番目のプラスチックごみゼロ、それから食品ロスゼロについては、町民の意思とか、

町民の皆さんに気をつけていただくことで実現できることだと思うのです。ですから、ぜひ宣言する

ということで、いろんな町民の皆さんに目に触れる機会が増えるのではないかと思うのです。このこ

とについては、亡くなった宇津木議員も２度ほど一般質問で取り上げていたと、こういうふうに記憶

しています。宣言することで、町にとってのマイナスはないかなと思うのですが、町長どうでしょう

か。宣言していいのではないでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君発言〕 

◇町長（石川眞男君） 宇津木議員から２年ぐらい前ですか、一般質問でありましたので、そのとき

から一応話を事務方としているのですけれども、やはり１つ前へ進めることによって、町の姿勢とい

うものを明らかにしていくということは非常に大きな意味があると思いますので、非常に苛酷な自然

環境、災害も含めて、どこでいつ何どき起こるか分からないような状況がありますので、やはりそこ

は自発的に町から発信していくということは大事だと思っています。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） 宣言するという方向でいいのですか。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君発言〕 

◇町長（石川眞男君） 逆にしないと、することにどんな支障があるのかということもちょっと踏ま

えて、そういう事象があるような状況というのは逆におかしいと思うので、やはりこういうことは進

めていくということが、今こういう厳しい環境政策の中での行政の歩むべき道だと思っています。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） ありがとうございます。 

それでは、３つ目の子供の貧困による教育格差の解消についてに進めたいと思います。先ほどいた

だいた答弁の中では、学習支援及び教育格差の解消について、町独自で実施していることはごく限ら

れているのです。群馬県子どもの学習・生活支援事業、あるいは群馬県母子寡婦福祉協議会が基にな

っている団体への委託支援事業ということで今進めているということが分かりました。そのうちの一

つで、群馬県子どもの学習・生活支援事業として委託事業をしている学習塾ＨＯＰＥについて、私は

令和２年の１２月議会で、子供の貧困対策事業としての学習支援についてということで、一般質問を
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しています。今回も質問した一番の趣旨はその部分だったのです。ですから、そこについてちょっと

具体的にお伺いしたいと思います。 

前回質問した直後に、町長と一緒に教室に行っていただいたことがありました。実は私も今回の質

問をするために、勉強の意味もあって、今年の７月の初めに、午後７時から９時なのですが、教室に

行ってきました。そこで、子供さん、あるいは講師の先生と話したことの中で、これだけはぜひ町長

あるいは町にお伝えしなくてはなと思ったことが幾つかあります。当日は講師が３人で、子供さんが

７人でした。講師の方はボランティアなのです。３人のうちお一人が男性だったのですが、県庁を退

職した方でした。それから、残りの２人は元学校の先生でした。みんなボランティアで、なおかつそ

のＨＯＰＥという団体に登録するのに、年会費を３，０００円払っているのですね。自分で負担して

入っているのです。ほかに聞いてみますと、講師は週に２日、火曜日と金曜日なのですが、１年中通

して、お正月以外ずっと通してやっているのです。こんなすごいボランティアはないなと、こういう

ふうに思っているのです。それをもう既に代表の方は何年も続けてきてやっていると。それから、そ

こに来ている子供さんって、今子供は塾行っている子が大半なのだろうと思いますけれども、そうい

うところに全く行けない、どうしても行くところがない本当に一番困っている人が来ているのだと、

子供たちが。そういう感じを受けました。そこで感じたことを今からお話ししてぜひ聞いていただけ

ればなと思います。 

まず１つは、照明が暗いということです。できればＬＥＤにしたらどうかなということを感じまし

た。それから、これはお願いというか、講師の募集を広報たまむら等で掲載してもらえないかなと。

以前は女子大生もいて、もうちょっと先生が多かったのです。女子大生がいると、子供たちも年齢の

差も近いし、もっと明るい雰囲気があったということですが、コロナを機に女子大生は学校からやめ

ろというような話もあって、今は一人もいません。当時は学校の単位取得にもどうもそれが使えたと

いうこともあったようですが、やはり広報でそれについてＰＲしていただけたら本当にありがたいと、

こういうふうな話がありました。それからあとは、あそこが使えないときに、文化センターで利用で

きないかなというようなことで、文化センターを利用したことがあったのですが、やはり明るさだと

かいろんな面で、文化センターの教室が取れれば、全然そちらのほうがいいのです。ですから、そこ

を年間予約ができないのかなと、そんな話もされていました。今伺った中でもできることできないこ

とは当然あるかと思いますが、町長がいつもおっしゃっている誰一人取り残さないと、こういう観点

から今の点について、町長どうでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君発言〕 

◇町長（石川眞男君） 行って感じたことは、本当に学びというところでも、学ぶ条件というところ

で、格差ができるということは、子供たちの成長にとって非常に悩ましいことだなと思っています。

そこをまたＨＯＰＥという団体の方に何年もやっていただけているという、そういう中での様々な課
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題の認識でしょうから、そういうものをやはり点検しながら、１つでも解消して、子供たちがやはり

塾も行くことができない、行きたいけれども行けないとか様々な状況の中での学びのベースを支えて

くれる団体に対して、またその思いに対してかなえていくのは行政の責任かなとは思っています。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） 子ども育成課長どんなお考えでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 今井理恵子君発言〕 

◇子ども育成課長（今井理恵子君） お答えいたします。 

勤労者センターの会場が暗いというお話を伺っておりまして、ＬＥＤ照明にならないかという件で

ございます。経済産業課のほうに伺ったところ、施設の長寿命化の計画にないということで、勤労者

センターのほうはＬＥＤ照明にはならないというふうに伺っております。私のほうも、大変申し訳な

かったのですが、ＨＯＰＥさんの教室に一度も行ったことがないので、今後ちょっと様子を見に伺い

たいと思っております。 

また、講師の関係なのですけれども、県立女子大学の学生の皆さんに前からご協力いただいたとい

うことでございます。企画課のほうに伺いましたところ、広報に載せることは可能だということで、

紙面の空き状況などを見まして、検討していきたいと思っております。 

あと、女子大のほうのアプローチに関しましては、家賃補助に絡めた町のボランティアということ

で周知していければと考えております。 

また、文化センターのほうを通年通して予約できないかという話なのですけれども、文化センター

のほうが明るくてとても使いやすい会場だというふうには思っているのですけれども、ただほかの団

体さんも借りたいというところがたくさんございまして、週２回、通年での予約はちょっと難しいと

いうふうに伺っております。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） 私、先ほど言ったように、本当に目立たないボランティアをやってくださ

っている講師の皆さんなのですが、今の町長なり子ども育成課長が答弁していただいた内容をお伝え

したら、多分喜んでくれると思います。ぜひこれから今まで以上に関心を持っていただいて、応援し

ていただければなと思います。 

以上で終わります。 

                                         

◇議長（石内國雄君） 休憩いたします。１１時３０分に再開いたします。 
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   午前１１時１４分休憩 

                                         

   午前１１時３０分再開 

◇議長（石内國雄君） 再開します。 

                                         

◇議長（石内國雄君） 次に、３番松本幸喜議員の発言を許します。 

              〔３番 松本幸喜君登壇〕 

◇３番（松本幸喜君） 議席番号３番の松本幸喜です。議長のお許しが出ましたので、通告書に従い

まして、質問をさせていただきたいと思います。 

まず、デマンド乗合タクシーたまＧＯについて。広報たまむらの８月号にて新しいデマンド運行の

愛称がたまＧＯに決まったとの発表があった。愛称の決定に当たり、４４件の応募があったことから

も、町民の関心の高さがうかがえる。また、愛称の発表とともに、たまＧＯの概要が説明されている

が、利用者の多くは高齢者であることが予想されるため、制度の切替えにおいては、利用方法の入念

な下準備が必要と思われる。そこで、利用方法等の理解、浸透のための計画について問う。 

１、各地区ごとに説明会等を行う計画はあるのか。 

２、アプリのダウンロードの講習会等は行うのか。 

３、停留所の位置等のマップは毎戸に配布されるのか。また、配布するのであればいつ頃になるの

か。 

４、停留所の位置についてはどのような基準で決定されたのか。また、停留所の位置や数について、

各区の区長等の了承は得ているのか。 

５、長寿会やふれあいの居場所等の団体との協力関係はどうなっているのか。 

引き続きまして、２番、上陽小学校のインクルーシブ教育について伺います。５月２３日の上毛新

聞によると、群馬県はインクルーシブ教育を推し進めようと、玉村町立上陽小学校をモデル校に指定

して実践を進め、３年後から取組を全県下に広げるとし、具体的には上陽小学校は２学期から図工の

授業で障害のある児童を含めた全ての子供たちが一つの大きな作品をつくったり、近くの特別支援学

校に通う児童と合同での授業を行っていくとしている。そこで、次の４点について問う。 

１、玉村町在住者で特別支援学校の小中学部に在籍している児童生徒数及び来年度の就学指導で特

別支援学校への就学の対象者は何名か。 

２、保育所や幼稚園では、意図しているかどうかは別にして、結果としてインクルーシブな環境に

なっているが、インクルーシブ教育の観点からこれをどう評価しているか。 

３、上陽小学校は、県の研究指定校ということであるが、玉村町教育委員会及び上陽小学校は、こ

の研究にどのような関わり方をすることになるのか。 

４、令和３年に障害者差別解消法が改正され、事業者による障害のある人への合理的配慮の提供が
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義務化された。教育現場にあっても、通常の学級にいる、いわゆる発達障害のある児童生徒に対する

合理的配慮が求められることになるが、そのための対応をどのように考えているか。 

以上、大きく２点になりますけれども、質問をしたいと思います。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 松本幸喜議員のご質問にお答えします。 

まず初めに、デマンド乗合タクシーたまＧＯについてお答えいたします。まず、１点目の各地区ご

とに説明会等を行う計画はあるのかについてですが、７月に行われた区長会や民生委員の会議、居場

所の会の集まりにおいて、説明会の希望があれば人数に関係なく出向くといった案内をさせていただ

き、幾つかの団体から既に説明会の予約をいただいているところです。スマートフォンを持っている

か否かや、自分の地域のどこに乗降地点があるかといった内容が想定されますので、大規模に人を集

めての説明会ではなく、小規模での説明会のほうが参加者にとって分かりやすい説明会ができると考

えております。行政区や居場所、長寿会などの既存の団体と連携を図りながら、継続的に説明会を実

施していく予定です。 

次に、２点目のアプリのダウンロードの講習会等は行うのかについてですが、アプリのダウンロー

ドの説明会等についても、先ほどご説明いたしました小規模開催の説明会の中で、アプリのダウンロ

ード、予約方法等も含めてご説明いたします。 

次に、３点目の停留所の位置等のマップの配布対象と配布時期についてですが、昨日９月２日に発

行の町広報紙と一緒に毎戸配布で、予約方法や乗り方の説明が掲載されている乗り方ガイドと乗降地

点一覧マップを配布しております。回覧版等、区長の皆様にご協力をいただいて、配布させていただ

いていますので、配布される時期は多少の時間差があると思いますが、全世帯に配布させていただき

ます。 

次に、４点目の停留所の位置の選定基準についてですが、昨年度に実施したアンケート結果から、

たまりんが利用しづらい理由として、停留所が遠いという点が明らかになっています。この反省点を

生かすために、既存のたまりんの停留所と路線バスの停留所が自宅から直線距離にして３００メート

ル以内に設置されていない地域を抽出し、この空白地域がなくなるように停留所を選定いたしました。

なお、３００メートルという距離は、都市部の路線バスの間隔から採用した距離となっています。こ

の条件の中で、土地所有者などの関係者と交渉を行った上で、停留所の位置を選定したところです。

なお、停留所は既存のたまりんの停留所を引き続きたまＧＯでも使用することで６８地点、町内の路

線バスの停留所を共有させていただくことで５８地点、新規に６４地点増やし、町外の伊勢崎市民病

院を加えて、全部で１９１地点の乗降地点を設定しております。この乗降地点については、区長会で

も提示させていただいており、ご了承をいただいているところです。 

最後に、５点目の長寿会やふれあいの居場所などの団体との協力関係はどうなっているのかについ
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てですが、昨年度から各地区で公共交通座談会と称して、合計１６回の意見交換会を実施しています。

町民の集まりについては、区長や長寿会、居場所などの既存団体の方々のご協力をいただいていると

ころです。また、地域公共交通会議やデマンド運行のシステムの選定についても、区長会長や長寿会

の会長にもご参加いただき、利用者目線でご意見やシステムの選定に加わっていただいております。

１０月１日から運行が開始されますが、より利用しやすい運行を目指していくためには、利用者の意

見を聞くことが必要不可欠ですので、今後も皆様からのご協力をいただいていきたいと考えておりま

す。 

◇議長（石内國雄君） 教育長。 

              〔教育長 鈴木寛史君登壇〕 

◇教育長（鈴木寛史君） 松本議員の上陽小学校のインクルーシブ教育についてのご質問にお答えし

ます。 

まず、１点目の玉村町在住者で特別支援学校の小中学部に在籍する児童生徒数についてですが、令

和６年９月１日現在、小学部に８名、中学部に１０名、計１８名でございます。また、来年度の就学

指導における対象者について８月末現在、保護者からの要望が出ている人数が４名になります。 

次に、２点目の保育所や幼稚園におけるインクルーシブの環境になっていることについて、教育の

観点からどう評価するかにお答えいたしますが、大変僭越ではございますが、幼稚園、保育所併せて

私のほうから回答させていただきます。幼稚園、保育所ともに様々な状況によって、きめ細かな支援

を必要とする幼児が在籍している場合には、特別のクラスを編成することではなく、個々の幼児の状

況に応じた必要十分な人数の支援員の配置で対応しております。小中学校と比べまして、幼稚園や保

育所では発達差や障害の有無だけでなく、外国籍の幼児等も同じ環境で生活しており、結果的にイン

クルーシブに近い学習環境が生まれております。幼児の発達段階や小中学校との指導上の目標の違い

などにより、日常生活の中で個々の幼児の発達や能力等の違いが顕在化しにくい状況において、様々

な特徴を有した幼児たちが、インクルーシブな環境の中でお互いを尊重しながら生活することは大変

有意義なことであり、妥当性のある学習環境、保育環境であると認識しております。 

次に、３点目の県の教育研究指定校における玉村町教育委員会及び上陽小学校の関わり方について

ですが、今回の研究はインクルーシブ教育に関わる文科省の新規事業における指定地域の一つとして

群馬県が選定され、県教育委員会から、試行的な研究、実践の拠点となるモデル校への協力依頼があ

り、上陽小学校がその役割を担うこととなりました。そのため、県教育委員会が研究推進の主体とな

り、研究全体をコーディネートしたり、必要となる人的、物的な支援を行ったりするほか、インクル

ーシブ教育に関わる大学教授等の有識者や、上陽小との交流及び共同学習が期待される県立伊勢崎特

別支援学校を交えながら試行的な研究推進に取り組むこととなります。 

玉村町教育委員会におきましては、上陽小学校が主体的に研究、実践を進められるよう、県立伊勢

崎特別支援学校との交流及び共同学習の計画、実施の調整をしたり、研究推進に関わる町の方針や状
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況を踏まえた助言を行ったりしていきます。また、上陽小学校では、伊勢崎特別支援学校とともに、

研究、実践の当事者として、児童や教職員等の状況を踏まえながら、有識者等からの提案も加味した

実現可能な取組内容を構想し、試行実践していくこととなります。 

いずれにせよ、日本ではこれまで前例のないインクルーシブ教育に関する試行的な実践研究となり

ますので、結論を急ぐことなく、じっくりと協議を重ねながら、県の研究推進に協力していきたいと

考えております。 

最後に、４点目の通常の学級に在籍するいわゆる発達障害のある児童生徒に対する合理的配慮につ

いてですが、各学校においては、一人一人状況が異なる児童生徒の特性や困り事に対し、担任だけで

なく、学校全体で支援できるよう、情報を共有しながら、合理的配慮に関わる切れ目のない支援がで

きるよう取り組んでいるところでございます。また、特別支援学級で個別支援に当たる町費の補助員

２０名に加えまして、介助員の配置も積極的に行っており、現在小学校５校に計６名の介助員を配置

し、通常学級での学習や生活に難しさがある児童生徒への支援を行っております。具体的な例として

は、児童生徒の特性やニーズに基づいた個別支援計画を作成し、学習や生活の場面でどのような支援

が必要かを具体的に明示するとともに、例えば騒音の減少や視覚的な刺激の抑制など、教室内の環境

を児童生徒にとって快適で学習しやすいものに調整したり、児童生徒が理解しやすいように、視覚的

な教材の使用や個別の説明を増やしたりするなどの工夫に努めております。 

また、いじめや孤立を防ぎ、クラスの友人との人間関係がスムーズに進むよう、教師や介助員によ

るサポートを行うとともに、長時間の集中が難しい児童生徒には、適切なタイミングでの休憩や活動

の変更を提供し、集中力を維持できるよう努めています。今後も児童生徒一人一人がそれぞれの力を

発揮し、さらに高められるよう、関係機関の協力を得ながら、充実した支援ができるよう努めていき

たいと考えております。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） ３番松本幸喜議員。 

              〔３番 松本幸喜君発言〕 

◇３番（松本幸喜君） まず、デマンド乗合タクシーたまＧＯの第２質問に先立ちまして、これだけ

の短期間に大きな根本的に運用を変えるような、また担当事業者を変えるような取組をしていただい

たことに対して深く感謝申し上げたいと思います。担当課、また関係する担当者、本当にここまで約

２年ぐらいですか、１年半ぐらいですか、よくここまで仕上げたなと感心しております。第１段階が、

これが大変なのだと思うのですけれども、第１段階が終わったということで、次は住民の皆さんがい

かに利用していくか、これが一番大きな課題になってくると思います。各地区ごとに説明会を行うと

いうようなことであるわけなのですが、地区によって捉え方、区長さんもそうなのですけれども、や

はり捉え方の温度差が非常にあります。自分から自発的に来てください、説明してくださいというよ

うな地区もあれば、ふうんで終わってしまう、たまりんだって大して役に立たなかったからねぐらい
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のことで終わってしまう地区もあるかと思うのです。どちらかというと、順番はそういう積極的なと

ころを中心にまず始まるかと思うのですけれども、全地区に少なくとも１回は説明をしに行くという

ような形で説明会を開いていただきたいのですけれども、その辺はどのようにお考えになっているで

しょうか。 

◇議長（石内國雄君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 齋藤 博君発言〕 

◇環境安全課長（齋藤 博君） お答えいたします。 

現在、もう実際説明会の予約が入りまして、説明会が始まっているのですけれども、今週も３か所

行く予定になっております。区長会、あと民生委員の会議、居場所の会議、あと長寿会の会長さんに

もお話しして、いつでも説明会を開きたければこちらで出向きますという話をしてあります。区長さ

んだけではありませんので、そこは興味があればしていただけるのかと思っております。また、スマ

ホを持っていない方もいらっしゃると思うのですけれども、スマホを持っていない方につきましては、

電話をしてくださいということだけで終わってしまうぐらいの形ですので、現在のところ、各種団体

のほうから頼まれたら説明会に出向くということで考えております。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） ３番松本幸喜議員。 

              〔３番 松本幸喜君発言〕 

◇３番（松本幸喜君） そうすると、呼ばれれば行くというスタンスになるかと思うのですけれども、

呼ばれなかったので事足りているということで、そのまま見過ごされてしまう地区も出てくるかと思

うのですけれども、その辺はどうお考えでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 齋藤 博君発言〕 

◇環境安全課長（齋藤 博君） お答えいたします。 

その他ホームページとかでも公表していますし、あとやはり興味のある方からは電話とかメールで

の問合せも来ていますので、そこで対応しようと思っております。 

◇議長（石内國雄君） ３番松本幸喜議員。 

              〔３番 松本幸喜君発言〕 

◇３番（松本幸喜君） 特に心配しているのは、既にたまりんをよく利用して買物に行っている方も

結構いたわけです。その人たちが、情報がないために、バス停でずっと待っていてもバスが来ないと

いうようなことがないようにしていただきたいのと、あと外国籍の方も結構使っているのです。です

から、そういうところにも、情報がある程度行くようにしていかないと、ちょっと混乱が生じるかな

というふうに懸念しているのですけれども、その辺はどう考えでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 環境安全課長。 
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              〔環境安全課長 齋藤 博君発言〕 

◇環境安全課長（齋藤 博君） お答えいたします。 

これから主要なバス停及びたまりんの車内には、たまりんが廃止になってこれからたまＧＯが始ま

るという掲示を行いますので、既存のふだん利用している方に対しての周知はそれで済むと思ってお

ります。運転手の方からも行ってもらうような形を取りたいと思います。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） ３番松本幸喜議員。 

              〔３番 松本幸喜君発言〕 

◇３番（松本幸喜君） たまりんの中に、利用者向けに新しいたまＧＯの予定表ですとか、停留所の

配置図ですとか、そういったものも置いていただけないでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 齋藤 博君発言〕 

◇環境安全課長（齋藤 博君） 現時点で、乗降場所の一覧とかをたまりんの中に配置するという計

画はなかったのですけれども、ちょっとそこら辺は検討していきたいと思います。 

◇議長（石内國雄君） ３番松本幸喜議員。 

              〔３番 松本幸喜君発言〕 

◇３番（松本幸喜君） あと、外国籍の方になるのですけれども、やはり日本人向けのだけですと、

説明もしづらいですし、本人たちだけでは理解が非常にしづらいと思うので、そういったところもあ

る程度対応ができるようなものになるといいなと思うのですけれども、その辺はどのようにお考えで

しょうか。 

◇議長（石内國雄君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 齋藤 博君発言〕 

◇環境安全課長（齋藤 博君） 現時点で、外国語の乗り方ガイドとかはつくっておりません。ただ、

どのくらいの方がたまりんに乗っているかというのも、ちょっとこれから永井バスさんのほうにも聞

いて確認した上で、外国語に対して対応できるかどうかを検討していきたいと思います。すみません、

英語のチラシについては、８月下旬から車内で配っているということで、すみません。 

◇議長（石内國雄君） ３番松本幸喜議員。 

              〔３番 松本幸喜君発言〕 

◇３番（松本幸喜君） いろんな形で、先ほどの羽鳥議員の説明の中でも３８か国も、いろんな国か

らもう既に国際化した玉村町ということに現状はなっていると思いますので、全ての言語で対応とい

うのはなかなか難しいかとは思いますけれども、そういった姿勢だけでも示せればとは思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

それと、停留所の位置なのですが、３００メーターが基準になっているかと思います。どうしても、
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高齢の方たちが多くなるかと思うのですけれども、両手にレジ袋を持って、買物をしたものを詰めて、

それで一番遠い方で３００メーター歩くというのは、１００メーターもちょっと厳しい状態ではある

のです。既存の停留所に比べると、実際その各地区に配置されている停留所の数というのはどのぐら

い増えるのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 齋藤 博君発言〕 

◇環境安全課長（齋藤 博君） すみません。質問の内容的に各地区でどれぐらい増えていくか。各

地区１個ずつという、地区によっては増えないところもあります。ただ、地区外の近い場所にできる

という形で、全地区で全部増えるということではないです。下茂木ですと、変わらず１個なのですが、

ゴルフ場の近くとか、下茂木に近い場所に増えるという形の場所もありますので、一概にどこが幾つ

ぐらい増えるかという形ではちょっとお答えができず、ただ新設で６４地点増え、路線バスの停留所

も増やしますので、それを増やすと合わせて１３２地点、単純に町内で増えるということになります。 

◇議長（石内國雄君） ３番松本幸喜議員。 

              〔３番 松本幸喜君発言〕 

◇３番（松本幸喜君） その辺が、各区長さんと連携が図られているかどうか。うちにはあの人とあ

の人が使いたがっているよというような、実際の要望といいますか、希望も区長さんだったらば、あ

る程度実態の把握をされていると思うのです。あの人はもう独り暮らしで、買物には行きたいようだ

けれども足がないというような、そういうこともある程度はつかんでいるかと思うのです。ですから、

そういう面からいうと、利便性を高めるという面からいうと、各地区に１か所ではなくて、２か所、

３か所あってもいいのではないかなというふうに思います。デマンドの一番の利点というのは、直接

そこの場所に行くわけです。自分の出発点と目的地を直接結ぶわけですから、停留所幾つあっても構

わないわけですよね。要望がないところには行かないだけな話なのです。利用しなければいいわけで

す。デマンドでない定時定路線型でいくと、つくった分だけ全部回らなくてはいけないのですけれど

も、デマンドの最大の利点というのは直でやっているから、幾つ停留所をつくっても、基本的には何

の不便もないというところですね。いろんな業者さん、事業所とのいろいろな問題もあるので、まず

はここからスタートということだとは思うのですけれども、まだまだ改善の余地があるというか、で

きればオンデマンドとまではいかないまでも、なるべくそれに近いような形でやっていかないと、逆

に今度は失望感のほうが強くなってしまうというようなことにならないように、ぜひお願いをしたい

なというふうには思います。 

１つ提案なのですけれども、ぜひ説明会するときに、折り畳みのキャリアケース、これも一緒に利

用できるようにしていくと、３００メートルの自宅からの距離、この負担を軽減できるのではないか

なというふうに思います。そういったキャリアケースを持って乗車してということになるのですけれ

ども、車の中にどこまで積めるかという問題もありますけれども、そういう工夫の仕方もありますよ
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と。だから、両手に自分で持っていこうとすれば大変になるけれども、そういったキャリアケースで

もって移動すればいいと。あとは、よく高齢の方がやっているのは、座れるキャリアケースみたいな

のがありますけれども、そういったものも停留所の近くにお知り合いなり、区のほうで一時的に保管

できるような、そういう置いておいてもらえるようなスペースがあれば、そういった形で置いてもら

えるように配慮するとか、そういうような形で、これは区ですとか居場所ですとか長寿会ですとか、

そういうような機関を通して、そういった工夫の仕方、そういったものも同時に行って、地区でも自

分たちが主体的に関わらないと利用はなかなか図れないと思いますので、そういったことの提案など

も中に入れていただけるといいかなというふうに思います。取りあえず第一歩が始まるということで、

ぜひ成功に向けて頑張っていただければというふうに思います。 

それでは、引き続きまして、インクルーシブ教育について質問したいと思います。こちらも第２質

問に先立ちまして、昔特別支援に関係したものですから、１９７９年に特殊教育というのが始まりま

して、養護学校というのができて、特学というようなものが始まったわけなのですけれども、その当

時、西の京都と東の群馬と言われたのです。伊勢崎特別支援学校は全国で２番目につくられた。１番

目のトップの学校と１か月差です。渡良瀬養護学校の肢体部は全国初です。そういう歴史のある群馬

県で、今度はインクルーシブ教育が始まるというようなことは、もう本当に画期的な移行ではないか

なと。その第一歩が始まったわけですけれども、その第一歩が嚮義堂という歴史のある玉村町で、そ

の第一歩が記されるというようなことに関して、非常に感慨深いものがあるのですけれども、ただイ

ンクルーシブ教育といっても非常に様々な形態がありまして、今の現状のままで行われる、特別支援

教育の延長のままで行われるインクルーシブ教育ですと、受け入れられる範囲というのですか、児童

生徒数もそうなのですけれども、障害の在り方についても、受け入れられる部分というのが非常に限

られてくるのではないかなというふうに思うのですけれども、その辺はどのようにお考えになってい

ますか。 

◇議長（石内國雄君） 教育長。 

              〔教育長 鈴木寛史君発言〕 

◇教育長（鈴木寛史君） お答えをいたします。 

確かに議員ご指摘のとおり、本当に現状の体制の中で、インクルーシブ的な教育を推進しようとい

うには、やはりかなり困難が生じると。それは、何の手当てもなしにいろいろな障害を抱えている子

供たちと通常学級の子供たちを交流させようとするには、そこに必ず教師の負担というものが関わっ

てきます。ですから、もし本当にそういったインクルーシブ的な教育をどんどん進めていく上におい

ては、人的な手当というものが非常に重要になってくることは当然でございます。今、ご質問にもあ

りますとおり、幼稚園、保育所では、結果として、かなり手厚い人数に応じた支援者、支援員の数が

配置されておりますが、それが小中学校で同様の手当てができるかというと現状ではそのような見通

しはなかなか難しいというふうには認識をしております。 
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以上です。 

◇議長（石内國雄君） ３番松本幸喜議員。 

              〔３番 松本幸喜君発言〕 

◇３番（松本幸喜君） やはりネックになってくるのは、そういった職員の配置が非常に大きいかな

というふうに思うのです。幼稚園、保育園でなぜ可能かといったらば、特に玉村町は手厚いのかなと

思うのですけれども、通常の担当配置が３歳児は８人でしたっけ、非常に人数少ない状態で、基本的

には配置される。４歳児が２５人に１人になったのですか、その辺ちょっとうろ覚えなのですけれど

も、そういうような形で職員配置がされているということと、あと障害があるという子にはほぼマン

ツーマンの形で今担当者がついていると思うのです。その環境のまま小学校の中に入っていければ、

ある程度対応はできるのかなというふうに思うのですけれども、教育長どういうふうにお考えでしょ

うか。 

◇議長（石内國雄君） 教育長。 

              〔教育長 鈴木寛史君発言〕 

◇教育長（鈴木寛史君） お答えします。 

おっしゃるとおり、もしその人数配置の割合で教職員の手当てができるならば、かなり手厚いイン

クルーシブ的な教育に近づいていけるのかなというふうには考えますが、現実の問題としましては、

なかなかそれは県費教職員の給与負担が県と国で３分の２、３分の１という状況で、町費での教職員

の配置というわけにはまいらないのが現状でございます。ですが、玉村町におきましては、先ほどの

幼稚園、保育所同様に、小中学校におきましても、補助員７校で２０名というのは非常に手厚い環境

でございます。基準に沿って配置しているところではございますけれども、他市町村では基準はあっ

てもなかなか財政的な関係でそこまで配置できないという点では、玉村町においては２０名の補助員

が特別支援学級に籍を置き、そこでマンツーマン的な指導をしながら、その子が交流で通常学級、親

学級に出向くときには必ず一緒に同行して、そして通常学級の中での一斉のお勉強の中での支援をで

きるだけサポートしてくれていると。そんな状況においては、やや玉村町においては、他地区に比べ

ればそういった通常学級と特別支援学級の子供たちの交流または合同の共同授業といったものにある

程度の手当てができているとは思っております。ただ、十分とは決して思っておりませんが、これか

らもそういった積極的な交流、または共同学習の推進については力を入れていきたいと思っておりま

す。 

◇議長（石内國雄君） ３番松本幸喜議員。 

              〔３番 松本幸喜君発言〕 

◇３番（松本幸喜君） 最初の質問で、玉村地区から特別支援学校のほうにお願いして分けて教育を

されている児童生徒が１８名と。今年に就学対象になっている子が４名というようなことであれば、

大体今特別支援学校の配置というのは３名に２人ついているのです。そうしますと、大体７クラス分
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お願いをする形になっていますから、特別支援学校に行かないで、町の中で対応するので１４名の職

員を増やすというような考え方というのもできるのではないかなと。今、どこの特別支援学校も満杯

状態です。私が行っていたところなんかは、特別教室を全部カーテンで仕切って、教室にしていたの

です。それでも足りなくて、職員会議をやっている会議室まで教室に変えて、さらに増設というよう

な、そのぐらい大体以前に比べると３倍ぐらい特別支援学校の生徒数が増えていますから、別に障害

児がとても増えたということよりも、今まで手当てをされていなかった子たちに対応しようとすると、

そういう状態になってしまうわけです。それはもうそこまで増えると、そういう障害がある子たちが

当たり前になってきますから、分ける必要性がどこまであるのかというようなことも視野に入ってく

るかなというふうには思います。いろいろな人的な配置というのもあるかと思うのですけれども、ぜ

ひ指定を受けたから仕方なくやるということではないとは思いますけれども、積極的にこういうもの

が必要なのだと、こういう教育をしたいのだというようなところを逆に玉村町から発信していってい

ただきたいと思っているのですけれども、その辺はどのように受け止められているでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 教育長。 

              〔教育長 鈴木寛史君発言〕 

◇教育長（鈴木寛史君） お答えをいたします。 

今本当に力強い支援のお言葉というふうに受け止めております。確かに私たちは、群馬県教育委員

会から依頼を受け、上陽小学校もやりますと、玉村町も支援しますという形でスタートをいたしまし

たけれども、県の言うとおりに、ただ単に学校を会場としてお貸しするというだけでは非常に心もと

ないなと。逆に今松本議員さんのお話しのとおり、上陽小学校の校長もそのつもりでおりますけれど

も、もし今後県として、また国として、インクルーシブ教育を進めていくならば、こんなやり方があ

るのではないかということについての、もちろんこれは財政的なものとのバランスはありますけれど

も、単に人を増やせばいいという問題ではなく、共同学習または交流学習といったものをどんなふう

に進めていくことが効果的なのか、それが通常学級の子供たちにとっても特別支援学校の子供たちに

とってもどんな意義があるのかということの視点から様々な提案をしていきたいと、そんなふうに校

長とも話をしているところでございます。実際に県のほうもまだ有識者、大学の専門の先生というも

のを交えているとはいえ、この前の知事の言葉にもあったように始めてのことなので、みんなが模索

状態です。模索しているということは、様々なチャンスや可能性があるという点においては、こうい

う教育をするにはこれだけの人が必要になるのではないですかと、こういう教育をするにはこういう

支援が必要なのではないですか、そういったことについて提案、提言をしながら、それが将来、中長

期的な意味での日本の特別支援にかかわらず、日本の教育の在り方に一石を投じる、そんな方向に向

かっていくことも一つ、ちょっと大げさなことを言えば、そこまでも少し意識の中に置きながら、積

極的に関わっていきたいというふうに考えております。 

以上です。 
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◇議長（石内國雄君） ３番松本幸喜議員。 

              〔３番 松本幸喜君発言〕 

◇３番（松本幸喜君） 非常に心強いご答弁をいただきまして感謝したいと思いますが、いろんなイ

ンクルーシブ教育といっても、国によって様々です。同じ国の中でもやはり地域によって様々な実態

があるかと思います。日本、玉村町でいえば一律に全部インクルーシブといっても、ＬＧＢＴＱの関

係もあるでしょうし、外国籍の子供に対する対応も含まれますので、そういった対応が、特に外国籍

の子供に対する対応というのは、高校まで出て進学して就職というようなところの道筋をつくる上で

も非常に大きな意味合いを持っていると思いますので、そういう子も含めた、もちろん通常の学級の

子たちに対しての手当てというか、それもむしろインクルーシブにしたほうが充実しているよという

ようなモデルになっていただきたいなとは思うのですけれども、すぐにはもちろん無理だとは思いま

すけれども、そういった提言も積極的にしていただいて、３年後には全県下に行われるということで

すから、玉村モデルとして恥じないものに、今の段階でできる限りのことというようなところで、上

陽小学校の先生方は大変ご苦労をすることになるかと思いますけれども、ぜひ頑張っていただければ

というふうに思います。 

以上で私の質問を終わりにしたいと思います。 

                                         

◇議長（石内國雄君） 休憩いたします。午後２時２０分に再開いたします。 

   午後０時１５分休憩 

                                         

   午後２時２０分再開 

◇議長（石内國雄君） 再開します。 

                                         

◇議長（石内國雄君） 浅見議員については、体調不良のため早退しました。 

次に、２番堀越真由子議員の発言を許します。 

２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君登壇〕 

◇２番（堀越真由子君） 議席番号２番堀越真由子、通告に従い一般質問をさせていただきます。よ

ろしくお願いします。 

１、新型コロナワクチン接種における副反応の周知について。医療機関から国へのメッセンジャー

ＲＮＡワクチン接種後の副反応疑いについての報告では、令和６年４月２１日までで３万７，０９１件、

うち重篤症例は９，０１４件、死亡報告は２，２０４件となっています。 

①、新型コロナワクチンの副反応について、令和４年３月議会の町長答弁に、ワクチン接種はあく

まで任意性であり、正しい情報提供することが任意性を強く担保する。早急に検証し、対応できると
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ころは対応していきたいとあった。町では、コロナワクチンの副反応についてどのように検証がなさ

れたか。 

②、現在コロナワクチンの副反応についてどのような認識であるか。 

③、経常結果を踏まえ、これまで町民へはどのような周知をしてきたか。また、秋に高齢者等を対

象としたワクチン接種が始まるが、どのように副反応についての周知をするのか。 

２、新型コロナワクチンに係る予防接種健康被害救済制度について。 

①、玉村町での現在の申請件数と審査結果の状況は。 

②、申請方法が分からない、接種証明をなくしてしまったので、申請できないといった声を聞く。

救済制度についての周知をどのように行っているか。また、相談窓口はあるか。 

③、救済を受けた方の健康状態や症状について、町はどこまで把握をしているか。 

大きな３番、玉村町の水道料金改定について。玉村町の上水道料金を２０３３年度までに７０％値

上げすると新聞報道にあった。以前にも質問したが、以下の内容について、現在の玉村町の方針を問

う。 

① 、口径別料金体系における企業への応益負担の考えは。 

②、新たに建設する浄水場の形状について。 

③、住民への説明はどのように行われたか。また、住民の意見をどのように取り入れたか。 

④、物価高が続くが、賃金は上がらず、国民負担率も約５０％となる中で、水道料金の７０％の値

上げは、住民への負担が大きいと考える。生活困難者世帯の把握、支援について具体的な対策は。 

⑤、水道料は受益者負担であるが、国や県、町からの建設費用の補助、負担はいかほどか。 

大きな４番、地域コミュニティーの担い手不足について。町内会役員や地域コミュニティーにおけ

る担い手不足が社会問題になっている。 

① 、町内会役員やＰＴＡ、子供会、高齢者の居場所のボランティアなど、町の財産とも言える地

域の担い手不足によりコミュニティーの存続が危ぶまれている今、担い手不足とこれからの対

策について、町の考えを問う。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 堀越真由子議員のご質問にお答えします。 

まず初めに、新型コロナワクチン接種における副反応の周知についてお答えいたします。まず、１点

目の町ではコロナワクチンの副反応についてどのように検証がなされたかについてですが、副反応の

検証に関しては、令和３年にワクチン接種が開始されて以降、新型コロナワクチン接種による副反応

が疑われる報告は１０件確認されておりますが、これは医療機関から独立行政法人医薬品医療機器総

合機構へ予防接種後副反応疑い報告書を提出し、国に報告されたものを県経由で当町に情報提供され
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ています。その中で、ワクチン接種との因果関係については、情報提供されておりません。副反応検

証については、医師、医療機関、製薬会社が評価をし、複数の外部専門家が評価を行い、全ての情報

を国の専門部会で検討し、検証をされております。 

次に、２点目の現在コロナワクチンの副反応についてどのような認識であるかについてですが、ワ

クチンの接種により一定のリスクが起こることを承知しております。新型コロナワクチンは、新しい

種類のワクチンのため、これまでに明らかになっていない症状が出る可能性があります。主な副反応

は、注射した部分の痛み、頭痛、関節や筋肉の痛み、疲労、寒気、発熱等ですが、まれに起こる重篤

な副反応なども報告されております。新型コロナワクチンは、新型コロナウイルス感染症の重症化予

防を目的として接種するものですが、接種をする際には、予防接種による感染症予防の効果と副反応

のリスクの双方についてご理解の上、接種の判断をお願いしております。 

最後に、３点目の検証結果を踏まえ、これまで町民へはどのような周知をしてきたか。また、秋に

高齢者等を対象としたワクチン接種が始まるが、どのように副反応についての周知をするかについて

ですが、秋接種については、６５歳以上の対象者に対して個別通知で送付をいたしますが、予診票や

町からの通知の中で、厚生労働省からの効果や安全性、副反応などに関する内容をお知らせしており

ます。ほかにも町ホームページなどで情報発信をしておりますので、ワクチンを受ける際には、感染

症予防の効果と副反応のリスクの双方について正しい知識を持っていただいた上で、ご本人の意思に

基づいて接種を判断いただきますようご案内しております。 

次に、新型コロナワクチンに係る予防接種健康被害救済制度についてお答えいたします。まず、１点

目の玉村町での現在の申請件数と審査結果の状況についてですが、町への現在までの申請件数は２件

で、審査結果は認定１件、審議中１件となっております。 

次に、２点目の救済制度についての周知をどのように行っているか。相談窓口はあるかについてで

すが、救済制度の周知は個人通知の中でお知らせしており、町ホームページにおいても情報発信をし

ております。また、相談窓口については、保健センターが窓口となり、相談を受け付けております。 

最後に、３点目の救済を受けた方の健康状態や症状について、町はどこまで把握しているかについ

てですが、救済を受けた方の健康状態についてですが、現在は症状は軽快し、日常生活を通常どおり

送ることができ、問題なく過ごされていることを把握しております。 

次に、玉村町の水道料金改定についてお答えします。まず、１点目の口径別料金体系における企業

への応益負担への考えについてですが、今回の料金改定で一番の変更点は、一般用において使用する

メーター器の口径ごとに基本料金を設定したことです。玉村町の現状についてですが、基本料金分の

収入が少ないため、超過料金分の使用料及び収入の状況によって、経営に大きく影響を受けます。今

後は、基本料金を多くすることで収入を確保し、経営の安定を図ることができるものと考えておりま

す。一般家庭でよく使用される口径１３ミリから２０ミリの基本料金はできるだけ抑え、口径が大き

くなるのに従い、基本料金も高くなります。特に口径５０ミリ以上は、企業や公共施設といった大口
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使用者が使用しておりますので、口径別の基本料金を設定することにより、企業等への応益負担がな

されるものと考えております。なお、超過料金については、使用する口径にかかわらず、一律の料金

設定としております。 

次に、２点目の新たに建設する浄水場の形状についてですが、既存浄水場の西側に用地を拡張し、

今後２５年かけて全面更新する計画となっております。 

次に、３点目の住民への説明方法と意見の取り込みについてですが、料金改定は水道利用者への理

解を得ることが不可欠であります。令和４年９月頃から料金改定計画を進めてきまして、まず各種団

体からの代表者や公募者などで構成された玉村町水道事業及び下水道事業運営審議会をこれまで４回

開催し、委員の皆様から様々なご意見をいただき、改定案に反映してまいりました。同時に、令和５年

１０月号の広報に水道事業の現状についての記事を掲載して、料金改定の必要性を周知しました。そ

のほか大口使用者に対しては個別に訪問して改定案を説明いたしました。さらに、令和６年４月から

５月にかけて、改定案のパブリックコメントを実施いたしました。なお、パブリックコメントについ

てのご意見はございませんでした。 

次に、４点目の水道料金値上げに対する生活困難者世帯の把握、支援についてですが、水道事業で

は生活困難者世帯の把握をすることは難しく、また支援も行っておりません。水道事業では、各使用

者に対して使用量に応じた対価をお支払いしていただく料金設定としていますので、公平性の観点か

ら、特別な事情で区別することや特定の方への減免制度の措置は、これまでどおり採用しないことと

判断しております。 

最後に、５点目の国や県、町からの建設費用の補助、負担についてですが、浄水場更新費用のうち、

浄水施設及び配水塔の建設費用については、国及び町の補助対象となる見込みです。補助対象比率が

約２５％となり、国からの補助金が約３億円、町の一般会計からの繰入金が同額の約３億円を予定し

ております。 

最後に、地域コミュニティーの担い手不足についてお答えいたします。町内会役員と高齢者の居場

所ボランティアについては、私のほうからお答えし、ＰＴＡ、子供会については教育長からお答えい

たします。堀越議員のおっしゃるとおり、地域コミュニティーにおける担い手不足の問題は、近年全

国的に深刻な問題となっています。 

まず、区長をはじめとする町内会役員の状況についてですが、現在玉村町では２６の行政区があり、

各行政区において地域コミュニティーを持続させるため、区長をはじめ、区長代理、会計、班長等に

至るまで、地区の中において役員を決めてもらっておりますが、少子高齢化や生活スタイルの変化に

伴い、役員を見つけるのに苦労しているという話をよく耳にいたします。町内会役員の担い手不足の

背景には、若年層の地域活動への参加意識の低下が挙げられます。多忙な生活や仕事の都合から、地

域活動に時間を割くことが難しいと感じる方が多くなっています。また、高齢者の方々も体力的な問

題や健康上の理由から、役員や活動に参加することが難しくなっているケースが見受けられます。町
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内会における役員の担い手不足を解消するための一案としましては、役割分担や業務負担等の見直し

を図ることが重要ではないかと考えています。例えば役員の一人一人の負担が大きくなってしまって

いるようであれば、業務の見直しを図ったり分担したりして、会議や活動に要する時間もあまり長く

ならないようにすることで、役員等を引き受けやすい状況になるのではないかと考えます。また、生

活スタイルの多様化に合わせた運営体制の見直しや、誰が役員になっても分かりやすいマニュアルな

どを用意することで、役員になることへの不安要素を取り除いたり、今後はＳＮＳやアプリ等を活用

し、業務の負担を軽減することなどを検討すること等も効果的と考えます。行政としましては、直接

的に町内会役員の担い手を探すお手伝いはできませんが、各行政区と連携しながら、それらの情報提

供やサポートをするお手伝いはできると考えております。 

次に、高齢者の居場所のボランティアの状況についてですが、ふれあいの居場所については、現在

２４か所あり、町内の各所で活動しており、それぞれの居場所が参加者同士で楽しく活動を行ってい

ると考えております。その反面、堀越議員のご指摘のとおり、担い手の確保、育成を含め、それぞれ

の場所が運営についての悩みを抱えているのも現状であります。あるところでは参加者が固定化して

きているため、新しい方に参加していただくにはどんな工夫が必要なのか、また来れない人にはどん

なアプローチが必要なのかなど悩みも様々です。居場所には様々な効果があり、人と人がつながる場

から信頼関係が生まれ、助け合いに発展していきなじみの関係が継続できることで、本人自身の元気

力が継続し、ひいては健康寿命の延伸に結びつくものと考えております。町としましても、ふれあい

の居場所情報交換会を通じて情報や担い手の確保、育成等の悩みを共有することで、今後とも悩みの

解決方法を皆さんで話し合っていきたいと考えております。これらのほかにも、担い手不足に悩みを

抱える団体はたくさんあると思います。これらのように、地域コミュニティーの持続は大切なことで

はありますが、時代の変容とともに、コミュニティー自体もそれに即したものに変化をしていかなけ

ればならないと考えています。人口減少時代の中で、今後のコミュニティーの在り方については大変

難しい問題でありますが、おのおのの関係機関や各種団体等の皆様から、情報収集をさせていただき、

どういったものが時代に即したものであるか、地域においてどういったつながりを構築していくこと

ができるか、課題解決に向けて今後も研究を重ねてまいりたいと考えております。 

◇議長（石内國雄君） 教育長。 

              〔教育長 鈴木寛史君登壇〕 

◇教育長（鈴木寛史君） 堀越真由子議員の地域コミュニティーの担い手不足についてのご質問のう

ち、ＰＴＡや子供会の部分につきましてお答えいたします。 

玉村町に限らず、子供の人数の減少、いわゆる少子化問題は、日本全体が抱える社会問題でありま

す。ＰＴＡや子供会育成会といった地域の子供に関わる団体やコミュニティーは、子供の減少及び子

育て世帯の減少の影響を直接受けている状況にあると言えます。併せて、それぞれの家族や諸団体関

係者の皆様の生活環境や価値観の変化、共働き世帯の増加なども昨今の担い手不足の大きな要因の一
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つであると考えます。しかしながら、団体や組織によっては、強い課題意識を持ち、持続可能性の観

点から、従来の役員業務や事業の見直しなど、役員や保護者の負担を軽減し、活動の効率化を図るな

どの動きを始めたところも出てまいりました。教育委員会といたしましては、それぞれの団体や組織

との連携を密にしながら、課題解決に向けた指導、助言や効果的な取組の共有化などに努めていきた

いと考えます。あわせて、今後も社会の変化を注視しつつ、様々な関係者の皆様からも幅広く情報収

集しながら、変化に即した活動の在り方や担い手不足解消の手だて等について、継続的に研究してい

きたいと考えております。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） 第２質問させていただきます。 

先ほど新型コロナワクチンの副反応は１０件の報告があるとお聞きしました。この内訳、以前お聞

きしたと思うのですけれども、１人亡くなったというふうに伺っていますが、その辺は合っています

か。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岡田寛子君発言〕 

◇健康福祉課長（岡田寛子君） お答えします。 

確かに１名亡くなったということではありますが、亡くなった要因とワクチン接種の因果関係とい

うのは明らかにされていませんので、そこの関係があるかないかというところはまたちょっと不明な

ところではあるのですけれども。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） 死亡の報告が２，０００件以上あっても、９９％は不明の判断が出ている

ということですので、因果関係は認められないものがほとんどとなっています。先ほどお答えいただ

いた副反応についての見解が国の見解だと思うのですけれども、町としてこの副反応についてどのよ

うな症例があって、どういうふうに考えているかというのをお答えいただけますか。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岡田寛子君発言〕 

◇健康福祉課長（岡田寛子君） 副反応については、主なものについては、頭痛、関節痛、発熱、そ

れからまれに起こる重大な副反応としては、アナフィラキシー、それからごくまれに起こると言われ

ています心筋炎や心膜炎などがあるというふうに認識しております。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君発言〕 
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◇２番（堀越真由子君） ありがとうございます。 

では、リスクの周知について、町はどのように住民になされていますか。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岡田寛子君発言〕 

◇健康福祉課長（岡田寛子君） お答えします。 

今までも接種券というものを発送しておりました。その中に、予防接種の注意事項というものを同

封しておりまして、その中に副反応についての注意事項、こういう副反応がありますといったものを

記載しております。１０月から始まる秋接種と言われています６５歳以上のコロナワクチン接種に関

しては、今度は接種券というものから予診票というものに変わります。予診票を発送する準備を今し

ているところです。その予診票の裏面に、やはり予防接種を受けるに当たっての注意事項ということ

で幾つか項目を載せております。その中に、副反応についての記載がありますけれども、そこには先

ほど私が申し上げたように、主な副反応について、どういうものがあるかとか、またまれに起こる重

大な副反応についてどんなものがあるか、ごくまれに起こる重大な副反応についてこういうものがあ

るといったものを７行にわたって記載をしております。そして、接種の判断をする際に、副反応につ

いてもっと詳しく知っておきたいよといった方に向けて、その副反応の詳細が記載されている厚労省

のホームページに飛ぶような、そこが確認できるようなＱＲコードを載せておりますので、もう少し

予防接種を、コロナワクチンを接種するかどうか判断するときに、もうちょっと副反応について調べ

ておきたいという方は、ＱＲコードをスマホでかざしてもらって、厚労省のページをお読みいただく

ような方法での周知をしていくということでございます。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） 今周知していくと言いましたＱＲコードを読み込んだ中に、例えばなので

すけれども、２０２１年２月に接種が始まって、１１月までに重篤な心筋炎、心膜炎の副反応疑いが

２８１件報告されていると。また、致命的な転帰に至った症例が報告されていて、２０２１年１１月

１１日に重要な特定されたリスクに追加がされています。あと、ギランバレー症候群も副反応疑いが

１８１件報告があり、因果関係が否定できないとして、ホームページに載っている。ごめんなさい、

副反応として追加されていたりもするのですけれども、そういったものがちょっと分かりやすく載っ

ているか、また副反応についてちょっと心配する町民から、ワクチンのリスクについてもう少し詳し

く周知してほしいといった要望は今までにはなかったでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岡田寛子君発言〕 

◇健康福祉課長（岡田寛子君） お答えします。 

先ほど申し上げましたＱＲコードを読み取っていただいて厚労省のどこのページに飛ぶかというの
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は、Ｑ＆Ａ方式になっているページでして、ワクチンの安全性と副反応という項目で、Ｑ＆Ａ方式で、

例えばこれまでに認められている副反応にはどのようなものがありますか、それについての回答とい

うような形式で載ってあったり、アナフィラキシーではどのような症状が出ますか、治療法はありま

すかとか、ワクチン接種をすると心筋炎や心膜炎になる人がいるというのは本当ですかというような

問いに答えているというような形式で載せてある、そのページに飛ぶようにしております。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） そのページは、多分ごくまれに起こるというふうに書いてあるのではない

かと思います。 

先ほどちょっと質問したのですけれども、町に副反応についてもう少し詳しく周知してほしいとい

った要望はなかったでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岡田寛子君発言〕 

◇健康福祉課長（岡田寛子君） すみません、回答が漏れてしまいましたが、そのような要望は今の

ところ聞いてはおりません。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） メールであったりとか、課に行ってお話をしたという方もいたのですけれ

ども、ちょっと行き違いがあったのかなと。これは、国の問題だと言われていますけれども、もう若

者には接種券を送付しなくなりましたが、以前一律送付をしないでほしいと、ちょっと副反応につい

て長期的に体にどのような影響が起こるか分からないというふうな回答も得ていたので、本当に希望

のある方に接種券を送ってほしいということを言いましたけれども、何かそういうことで全国で、や

はり地方自治体で一般質問が起こり、４０２の自治体が６か月から４歳児の接種券一律送付をやめて、

５歳から１１歳までの小児は、８８団体が送るのをやめました。「あさイチ」とかでも、ワクチン後

遺症についての報道があったりとか、今本当に３万７，０００人もの副反応という症状を抱える方が

出てきて、死亡者ももうかなりの数になっているのですけれども、リスクについてもう少し詳しく周

知をする考えがないかと。町長も、こういうリスクについても周知することが任意性を担保するとい

うふうにおっしゃっていたのですけれども、町長今の体制についてどのようにお考えですか。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君発言〕 

◇町長（石川眞男君） コロナワクチンに関しては、もちろん重度化を防ぐということもあるのです

けれども、その中で副反応でいろいろな状況が起きているということは報道では知っています。それ

で、大体やっているのは、国の専門部会というところでの発信なのです。だから、町には医学の専門
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的な知見を有する職員もなかなかいないので、どーんとどこまで、やはり厚生労働省の書いている副

反応の状況を、逆にもっと大きく出すとかなんとかというのはできるけれども、新しい知見をこの町

自体に求めるのはちょっとできないことなので、今ある中でこういう副反応状況があるので、接種は

そこのことを考えた上で任意接種ですよということは言う必要はあるかと思います。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） なかなかリスクについて知ることができないと言った声も聞いています。

自治体によっては、ホームページに、ワクチンを打つ際のリスクとメリットということで詳しく書い

てある自治体もあります。泉大津市であったりとか、いろいろそういうことを掲載する自治体も増え

てきていますので、玉村町としても町民に寄り添った健康と命を守るというところで考えていただけ

たらと思います。 

大きな２番に移ります。先ほども言いましたけれども、先日コロナワクチン後遺症について、ＮＨ

Ｋの「あさイチ」で報道されていました。医療機関から副反応疑いについて報告された３万７，０００件

というもののほかに、予防接種健康被害救済制度といって、自治体から国に届いたものが今年の１月

までで１万１３５件ありました。先ほどの答弁で、玉村町では申請件数が２件とありました。症状が

あれば、因果関係が認められなくても申請できる制度と聞いていますが、医師に必要な書類をもらい

たいと話すと、因果関係が認められないからと拒否をされたという話を聞いています。因果関係は関

係なく、接種記録で申請できるということを知らない医師とか患者が多いと聞いているのですけれど

も、厚生労働省から町内管内の医療機関に副反応疑う症状が出た場合の体制整備など、通知を出すよ

うにと町に連絡が来ているかと思うのですけれども、玉村町から例えばお医者様に副反応疑いの患者

さんが受診したときに、適切な対応ができるように、医師との連携などは取れているのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岡田寛子君発言〕 

◇健康福祉課長（岡田寛子君） お答えします。 

町から医療機関に対してというところは、申し訳ございません。そこのところは特に取組はしてお

りませんが、ちなみに現在までに申請された２件について、これはどのような流れで申請に至ったか

といいますと、２件の対象者の方が何らかの症状で医療機関を受診した際に、医療機関から健康被害

救済制度の案内がされて、役場の窓口に相談に来られたと。そこで申請をしたというような流れにな

っております。町からは、先ほどから申し上げておりますが、個別の通知、今まででしたら接種券で、

今年度からは予診票、それを送付する中に健康被害救済制度の案内を入れておりますし、ホームペー

ジでも周知をしております。住民に対しては、そういったところで周知を促しているのですけれども、

直接医療機関にというのは、申し訳ありませんが、行っておりません。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 
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              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） 国からも再送ということで、２回にわたり通知を出しているというような

こともありましたので、ぜひお医者様とも連携を取っていただきたいと思います。やはり救済制度に

ついて、勤務先で知ったとか、友人から聞いたとかそういうことで、なかなか知られていないのです。

町のホームページには、被害者救済制度についての掲載というのはされているのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岡田寛子君発言〕 

◇健康福祉課長（岡田寛子君） ホームページのほうに載せてあります。令和６年度新型コロナウイ

ルスワクチン接種についてというふうなところで、予防接種の概要から実施時期、接種場所、接種費

用などを載せておる中に、予防接種健康被害救済制度という項目で載せてございます。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） ちょっとなかなかすみません、分かりにくいといった声もありまして、当

初予防接種健康被害救済制度で、国は３億６，０００万円の予算を組んでいたのですけれども、やは

りその後補正で３９７億円を計上して、１００倍近くの救済制度のお金を補正で組んでいます。これ

は予想よりも多くの被害が出ているということだと思うのです。接種後、どんな症状が出るか分から

ないというふうに答弁にもあったのですけれども、打った直後だけでなくて長期にわたり影響が出て

いると。数日で消えるって言われていたワクチンに含まれるスパイクたんぱくが接種１年後、背中に

蕁麻疹が出まして、蕁麻疹の成分を調べたら、スパイクたんぱくが現れたと。何かいろいろそんなこ

とも論文として上がってきていますので、やはり長引く症状がどういったものだかというのが分から

なくて悩んでいる方もたくさんいると報道にもありましたので、町としても、秋接種がちょっと始ま

るということで、例えばその秋接種の接種券を送付をするときに、被害者の救済制度についてお知ら

せするとか、ワクチンを打たれるときに、こういう制度もありますというようなものをお知らせする

といった考えはないでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岡田寛子君発言〕 

◇健康福祉課長（岡田寛子君） 今度の１０月から始まる予防接種の予診票をお送りする中に、健康

被害救済制度についての案内はもちろん、先ほど副反応について、予診票の裏面に記載しますという

ところと同じ裏面に予防接種の健康被害救済制度についても、やはり記載をしておりまして、さらに

詳しくというのを隣にＱＲコードをつけているというような形で記載をしてお送りする予定です。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） これがなかなか申請するのも大変だと、７００ページにもわたる書類を集
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めて出さなければならなかったという方もちょっといらっしゃって、書き方も分からないと。何かそ

ういう声も聞かれたりとかするのですけれども、奈良県のほうでは、分かりやすくマニュアルをつく

りまして、ホームページに、ちょっと課長にはお渡ししたのですけれども、このようなもので、自分

で申請するのが簡単にできるようなマニュアルをホームページに出しているのです。玉村町でもそう

いった申請しやすくなるような取組として、ホームページにこういったものを載せるという考えはな

いでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岡田寛子君発言〕 

◇健康福祉課長（岡田寛子君） お答えします。 

今のところその予定はないですけれども、窓口は保健センターになります。相談窓口になっており

ますので、そこで例えば申請をするとなった場合には、申請書類などについては一緒に書きながら作

成するというようなお手伝いができますので、窓口にご相談いただければと思います。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） いろいろなところで、ちょっと被害が出ているワクチンなのですけれども、

今年の４月に国を相手にコロナワクチンの副反応で被害を受けた方が集団訴訟を行っています。今度

定期接種になりますと、責任が国から町に下りてくると。もし何かあった場合に、町が訴訟を受ける

可能性もあるということで、やはりリスクについての周知はしっかり行っていただきたいなというふ

うに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

次は、水道料金の改定についてに移りたいと思います。先ほどの答弁で応益負担については、今後

は口径別で行いますというような答弁がありました。超過料金については一律の設定をしているとい

うふうになっていますが、一律というふうに設定している自治体がほとんどなのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 

◇上下水道課長（上村明弘君） 超過料金について、一律かどうかという質問についてなのですけれ

ども、これはやはり水道事業体で様々でございます。半々ぐらいというところで、超過料金で差を設

けているところ、一律にしているところがございます。今回料金改定につきまして、やはりいろいろ

なシミュレートをかけました。それには、やはり今使われている水道がどのような量を使われている

かということで、様々なシミュレートをかけまして、企業に対して、また一般家庭に対して、大きな

負担が発生しないように行った結果が、今回の超過料金を一律するというような結果になりました。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） 分かりました。 
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２番に移ります。浄水場の形状についてなのですけれども、今検討している浄水場は従来どおりの

ものと、あと無薬注方式のものがあるというふうに伺ったのですけれども、飲み比べのイベントなど

を企画されているとお聞きしました。方式を決めるのに、飲み比べをして、住民の声はどのくらい反

映されるのか、それを教えていただきたいと思います。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 

◇上下水道課長（上村明弘君） これから住民の方からいただく意見、水の浄水方法についての内容

となります。現在決定している内容としましては、基本構想、基本設計の中で、これからの浄水場が

どのような状況であるべきか、言ってみれば今あるサイズ、現行のサイズですと、これからの人口を

踏まえますと、サイズが少し大きいものですから、それを少しコンパクトにしながら、それと更新す

るにはどのような場所で、当然今ある浄水場から隣接するところ、こちらを拡張しまして行うという

ところがまず決定しております。ただし、これからの浄水施設、これは今、堀越議員がおっしゃった

とおり、これまでの急速ろ過方式、または無薬注方式ということで、まだそちらの選択段階です。と

いうのが、これからの発注方式にしましては、これはいろいろな従来方式といいまして、町が設計す

るか、それともこういったパッケージ、要は設計から施工から維持管理まで、午前中に質問いただき

ましたＰＰＰ方式ということなのですけれども、こちらについては現在決定はしておりません。これ

から、いろいろな場面で議員の皆さんや、それから運営審議会の皆様と調整を行いながら、最も玉村

町の浄水場が何に適して、どのように発注するのが今後水道を使う方々にとっての最大の効果が得ら

れるかというところで検討している段階です。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） よく分かりました。この先長期にわたって使っていくものなので、例えば

５０年後とか、何か古いなというよりも、最新式のそのときの時代になるべく即したようなものにな

っていくといいなというふうに思っております。 

２５年かけて全面更新となっていましたが、いつから新しいお水が飲めるようにと考えていらっし

ゃいますか。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 

◇上下水道課長（上村明弘君） ２５年という更新計画を打ち出しております。ただし、水道を使え

る状況となるのは、おおむねこれから、設計と発注と含めました２年、建設工事が５年ということで

すので、約７年後には新しい浄水場からの送水が考えられるということですので、この２５年という

のは維持管理を含めた期間を言っておりますので、よろしくお願いします。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 
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              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） 分かりました。 

では、３番なのですけれども、水道事業運営審議会の皆様で水道料金改定について話し合ったと聞

いたのですけれども、この内訳というか、メンバーについて教えていただくことはできますか。住民

は何人ぐらいいらっしゃったのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 

◇上下水道課長（上村明弘君） 運営審議会については、１０名で構成されております。こちらは、

まず町内にお住まいの方、また町内にお勤めの方、いろいろな分野から選定させていただいておりま

して、まずは一番に水を利用している方、これは公募をかけていまして、３人です。それと、上水道

の経験者、言ってみれば町の職員だったＯＢの方、それから商工会、食品衛生関係、群馬県立女子大

学の教授ということで、幅広い範囲で水を使っている方のご意見をいただいております。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） 今回は２０％の値上げですけれども、４年後にはまた３５％の値上げにな

ると。そういったところで、やはり町民の声を幅広く聞く必要があると思うのです。耐震化であった

りとか、おいしい水が飲めるであったりとか、やはりメリットを伝えながら、このくらい値上げして

いく必要もあるということで、住民に理解を得る必要があると思うのですけれども、パブリックコメ

ントであったりとか、ホームページというものはなかなか町民が目にしないというのを以前聞いたこ

とがありまして、例えばメルたまであったりとか、今度始まるＬＩＮＥであったりとか、そういうも

ので町民にお知らせをして幅広く意見を聞くといった考えはないでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 

◇上下水道課長（上村明弘君） 今回の２０％の改定につきましては、様々な意見をいただきたいと

いうことで、先ほど堀越議員がおっしゃったとおり、ホームページ、それから広報で今の現状とこれ

からの形ということでお示ししてまいりました。ただし、今あるこういった情報社会ですので、工事

関係につきましては、メルたまを活用したりとかしています。これから、またＬＩＮＥとかで大きな

範囲で皆様にお示しできる機会がありましたら、そちらのほうを活用したいというふうに思います。 

また、今浄水場に小学４年生が見学に来ていただいていまして、その中で施設の内容を見ていただ

くと。やはり皆さん、感想文を書いてくれるのですけれども、「水を作る過程ってこんなに大変なの

ですね」、それから「いろんな人が手をかけているのですね」という具合に感想をいただいています。

ただ、そのときに水はこれだけ作るのに、蛇口をひねれば出るまでの間、どれだけの費用がかかって

いるのですと、そういった話をする機会がありませんでした。これから水道を使っていく方々という
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のは、言ってみればこれからの中心になる子たちでありますので、来年度以降幾らとかいうふうでは

なくて、やはりこういった費用は発生してということで、小さい頃からそういったお話をできればと

いうふうに思いました。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） 今度は水の値段になってくるのですけれども、総務省が２０２１年に出し

た１世帯当たり上下水道料金の全国の平均が４，２９１円だったとありました。水道料金の安い地域

と高い地域では、月に６，０００円の違いもあるというデータもありまして、一概には言えないので

すけれども、今回ちょっと値上げをする中で、総務省が公表している家庭調査の結果では水道料金は

大体２％だと。そして、以前にも言ったかもしれないのですけれども、上下水道の料金が世帯収入の

３％を超えると支払いの負担を大きく感じて、５％を超えると支払い困難と言われています。町から

生活困窮世帯への支援はないというふうに伺ったのですけれども、せめて停水されてしまった世帯で

あったりとか、生存権に関わってくるところだと思うのですけれども、その辺セーフティーネットの

強化、生存権の保障というものに対して、町はどのように考えているのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 

◇上下水道課長（上村明弘君） 生存権、それからセーフティーネットの件です。昨年、堀越議員か

ら、やはり給水停止の状況ですとか、それから値上がりに対して生活の困窮がさらに増すのではない

かというところの質問がありました。そして、水道事業としまして、果たしてそういった内容で支援

ができるのかというところでいろいろとお調べしました。これは、健康福祉課や税務課に生活保護、

また非課税世帯、これは公債権といいまして、水道が今行っています私債権と少し異なりまして、情

報は得られるのだけれども、それを活用するというのが難しいというところで、これは水道事業は水

道事業でまず支援というところまで行き着かない。ただし、生活困窮者、生活困難者に対しては、そ

ういった事業を行っているところにお願いをしたいというところで、話のほうは進んでおります。で

すが、水道を使う方、やはりとはいえ水を止めるという行為がどのような影響があるかというのは大

変なことです。それですので、今回の料金改定の中で、やはりそういった世帯が出ないように、極力

そういった費用については考えました。現在、玉村町の水道料金を２０％改定ということでございま

すが、これ周辺地区と比較しても決して高い金額にはなっていません。ようやく群馬県内の平均にな

ったということでありますので、これから３５％という数字を今お示ししていますが、これは今後そ

のような事態を招くようなことがないように、その辺はもう一度次の４年間の中で精査してまいりま

す。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君発言〕 
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◇２番（堀越真由子君） ぜひセーフティーネットを強化して、取り残される方が出ないように取り

組んでいただきたいと思います。 

国からの補助金を３億円、町から３億円の補助とありました。これは最初の計画に含まれていた補

助金の金額になりますか。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 

◇上下水道課長（上村明弘君） 国からの補助金、それから町からの繰入金につきましては、総務省

ですとか、厚労省ですとか、国の補助事業または国の交付金事業、また総務省からは町が一般会計か

ら繰り出しするというところの割合とか、その辺については恐らく３億円ずつになるのではないかと

いうところもありました。ただ、そちらの補助金、これを見込んで、試算のほうは行っていません。

というのが、そういった制度は日々変化します。見込んでいたものがなくなったときにかえって不利

な条件になるといけませんので、補助金、または繰入金がいただけるような事業になれば、当然今後

の料金については、少し上げ幅を下げられるというふうなことで期待しております。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） 上げ幅が抑えられるというようなことを聞いて安心をしました。なるべく

下がるといいなと思っております。 

町長、渇水の映画を見たと思うのですけれども、あの映画を見て、文化的な視点ではなく、行政の

トップとして、水道事業というものはどうあるべきだとお考えでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君発言〕 

◇町長（石川眞男君） あの映画は、結局一つの家族を描きながら、その親はなかなか道徳的に褒め

られないような生活、しかし犠牲になっているのは２人の姉妹だと。何の罪もないという、そういう

ところに心を動かした水道職員が停止を踏みとどまるというか、そういったところを描いた、前橋の

水道庁舎がロケ地になっているのですけれども、やはり生きるということはいろんなことが全部総合

的になっているわけです、いろんな分野が。だから、そういうもので生きていくということは、一つ

の細分、それぞれ細分されたところだけが得手不得手ではなくて、苦手なところも得意なところも全

てが関わってきているということなので、社会もそうだと思います。それで、どうやって折り合いを

つけて、みんなで一緒に生きていくのだというそういう状況をつくっていくものだと思います。それ

に向けてどうやって対応していくかということだと思うのです。その基本は、今言った憲法の健康で

文化的な最低限度の生活を営む権利があるという、それはどういうことを意味するのだということを、

それを具現化するのがいわゆる自治体の役割だと思っています。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 
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              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） ぜひ生存権であったり、困っている方をすくい上げるような施策を取って

いただけたらと思います。 

すみません。地域コミュニティーについて、もう本当に時間がなくなってしまったのですけれども、

質問に移らさせていただきたいと思います。このままですと、やはり現在の担い手さん、高齢化に伴

い、自然消滅をしてしまうおそれもあると考えます。地域コミュニティーの担い手不足について、担

当課としてはどのようなお考えをお持ちでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 企画課長。 

              〔企画課長 関根伸行君発言〕 

◇企画課長（関根伸行君） お答えいたします。 

堀越議員のおっしゃるとおり、地域コミュニティーの担い手不足は、全国の自治体において大変深

刻な社会問題となっております。この課題解決は、今の時代非常に難しいというのはご理解いただい

ていると思いますけれども、少子高齢化、人口減少時代の中で、年金問題等々もあり、定年延長制度

が進められている中にあって、定年が６５歳ですとか、また国では労働力不足に対応するため、シニ

ア世代の活用といった話もありますので、もし仮にこれが７０歳とか７５歳くらいまで働いて、そこ

からまた地域に帰って地元の役員などになるとなると、体力的にも健康的にも、またそこからの人生

を考えたとき、なかなか地域に入っていくというのは難しいというような状況が容易に考えられると

思います。だからといって、手をこまねいていれば、地域は希薄化が進む一方となってしまいますの

で、まず第１には、やはり地域住民の意識を高めていくことが重要だと思っております。地域コミュ

ニティー活動に参加することの意義や楽しさを伝えるために、また地域のイベントですとか、ワーク

ショップなどにより住民同士の交流を促進することがより効果的だと考えます。 

また、住民団体それぞれの活動はもちろんなのですけれども、例えば地域の特産品を使った料理教

室ですとかマルシェ、あるいは地元の歴史を学ぶ講座、あるいは重田家住宅のイベントなどを通じて

地域への愛着を育むことができますし、それらにより地域活動への参加意欲が高まり、担い手不足の

解消につなげていくという、そういった意味では住民活動支援センターぱる、あるいは生涯学習課の

公民館事業ですとか、あるいは重田家住宅の活用など、住民が参画しやすい各課の行事やイベントを

通じて交流を深めていくことが重要だと考えます。実際ぱるでは、１００を超える団体登録がありま

すし、個人を含めれば１５０近い登録があります。ぱるでの団体活動の支援をはじめ、公民館の事業

や重田家住宅の活用も毎月のように様々な行事やイベントが開催されておりますので、そういった中

で、ボランティアの皆さんのご活躍もありますし、地域の交流が深まっていると思っております。そ

ういった交流の中で、地域の役員などについても、誰か成り手がいないかですとか、私がやってあげ

るよとか、そんな自然なやり取りができるような環境づくりができればいいのかなと考えております。

そうした中で、町長が言う町はみんなで一緒に生きる場所ではないですけれども、地域住民一人一人
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が主体的に関わりながら、共に支え合う社会を築いていけるよう、持続可能な地域社会の実現に向け

て、町全体が一つになって進んでいくことができればと思っております。とにかく地域に出ていく、

参画する、そういった機会を増やしていくことが参画意識を高めていく上で大事なことなのではない

のかなと考えております。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） ありがとうございます。温かな思いを聞かせていただきました。いろいろ

質問も用意していたのですけれどもちょっと自分の配分不足で、また次回質問をさせていただきたい

と思います。ありがとうございました。 

                                         

◇議長（石内國雄君） 休憩いたします。３時３５分に再開いたします。 

   午後３時２０休憩 

                                         

   午後３時３５分再開 

◇議長（石内國雄君） 再開します。 

                                         

◇議長（石内國雄君） 次に、７番備前島久仁子議員の発言を許します。 

７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君登壇〕 

◇７番（備前島久仁子君） 議席番号７番備前島久仁子でございます。議会２日目ですが、そろそろ

皆様お疲れの様子でございますし、また午後の眠い時間でもあると思いますので、しっかりと訴えて

まいりたいと思います。さくっと行きますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

私は、日課としまして、社会体育館のジムによく通っております。先ほど外国人の方が１，５００人

玉村町に住んでいると。そして、３８か国の方が住んでいるというお話が午前中にありました。つい

この間までは１，０００人ということであったので、この僅かな間に５００人ぐらい増えているとい

うことで、これはどんどん、どんどん増えていくであろうなと、今後減っていくということはなくて、

増えていくであろうなというふうに思っております。私は、ジムでトレーニングをするのが趣味なの

ですけれども、そのジムもエアコンなどを設置していただいて、大変環境がいい中でトレーニングが

できるということであって、大体常時いつ行っても２５人ぐらいはいるのですが、そのうちのほぼ半

分が外国人の方であります。ですので、本当に若い外国人の方たちが来て、一生懸命トレーニングし

ているのですけれども、日本人の人たちと協力し合って教え合って、トレーニングしている姿を見る

と、これからの社会はこうして多文化共生がどんどん進んでいくのだなというふうに思っております。

価値観も文化も違う人たちが一緒に住む、そしてトラブルなく暮らす方法を見つけていくのが行政の
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役割だと思っていますので、どうぞよろしくお願いいたします。それでは、本日は４項目について質

問をさせていただきます。 

まず１つ目、町管理外の施設における樹木や雑草の除去管理について伺います。町の管理外の水質

浄化センター、県立女子大学、そして滝川などの樹木や雑草は、夏の間に伸びたままで放置されてお

ります。水質浄化センターや県立女子大学は施設が大きいために距離も長く、フェンスを乗り越えた

雑木が町の歩道まで覆っている状態であります。また、滝川は年間の水位も低いために、中州に土砂

が蓄積してごみが詰まっている状態になっております。町として、管理要請はどの程度依頼している

のか、また実際に手入れはどのようにされているのか伺います。 

２つ目、町にできましたこども家庭センターへの相談内容と対策についてです。近年、出生率の低

下が著しいが、子供を取り巻く問題や環境は複雑で多様性に富んでおります。４月よりこども家庭セ

ンターがスタートし、５か月が経過しました。相談の件数や内容はどういったものが多いのか、また

その相談内容について、どのような対策を講じているのか伺います。 

３つ目、玉村幼稚園を認定こども園に移行して、待機児童解消を図ることはできないかということ

について伺います。出産後、早期に職場復帰する親が増えて、１歳児未満、ゼロ歳児からですね、保

育所への入所希望が増えております。そのため、保育所の待機児童問題が解決できずにいますが、一

方で、町立幼稚園、これは３歳から５歳までの子供たちが通っております。町立幼稚園への入園児童

は年々減少しております。町では、民間の保育所の誘致を掲げておりますが、用地取得等に時間がか

かるのは必然であります。玉村幼稚園を認定こども園に移行して、待機児童解消を図る計画はないの

か。全国的に見ましても、幼稚園型、保育所型で独立したものよりも、この１０年余りを比較すると

幼保連携型は１０倍に増えております。町の幼稚園の老朽化、そして給食室等の問題もありますが、

実施へ向けた場合の移行の時間や課題はどう把握しているのか伺います。 

４つ目、子ども食堂の利用状況と今後の計画について伺います。今、町では子ども食堂が町内６会

場で実施されております。多くの支援者によって支えられている事業であって、孤食や栄養不足の児

童にとっては様々な恩恵がある子ども食堂であります。今では親子だけの参加だけではなく、居場所

としての活用にもつながっていると感じますが、現状と今後の展開について伺います。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 備前島久仁子議員のご質問にお答えいたします。 

まず初めに、町管理外の施設における樹木や雑草の除去管理についてお答えします。町道の除草に

つきましては町で実施しておりますが、ご質問の町管理外施設から伸びた樹木の枝や雑草が歩行者や

車の通行の支障になる場合や、交差点等の交通安全上の見通しに影響を及ぼす場合につきましては、

その都度町から各施設管理者へ除去を依頼しております。各施設に対し、樹木剪定等の頻度を確認し

たところ、下水道総合事務所は年１回冬に行っており、県立女子大学は年１回、卒業式前に行ってい
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るとのことでした。どちらも苦情等があればその都度対応するとのことですので、通行等への支障を

確認した場合は、適宜選定等の依頼を行ってまいります。 

次に、滝川の河川内の土砂堆積についてですが、新井議員のご質問でもお答えしましたとおり、伊

勢崎土木事務所に確認したところ、土砂については一定の割合を超えた場合にしゅんせつ等を行う方

針であるとのことで、今後も引き続き河川巡視や点検などにより、状況変化を監視しながら、必要に

応じて対応していくとのことです。なお、のり面及び河川内の雑木につきましては、現在におきまし

ても、河川の流下を阻害するものや護岸等の河川構造物へ悪影響を及ぼすおそれのあるものについて

適宜伐採を行っているとのことです。また、不法投棄などで大型のごみが河川内にあった場合につき

ましては、その都度伊勢崎土木事務所と連絡を取り合い、撤去を行っております。 

次に、こども家庭センターへの相談内容とその対策についてお答えいたします。こども家庭センタ

ーへの相談内容についてですが、今年４月にこども家庭センターがスタートしてから７月３１日まで

の４か月間で、子育て相談が１２６件、発達相談が８８件、不登校の相談が２９件、虐待に関する相

談が１５件、それ以外の相談が６１件となっており、合計で３１９件の相談がありました。子供の保

護者からは、子育てやお子さんの心身の発達に関する相談を多くいただいており、また学校、幼稚園、

保育所等の子育て関係機関からは、お子さんの心身の発達や不登校に関連する相談を多くいただいて

いる状況です。 

次に、相談への対策についてですが、保健師４名、公認心理師１名、助産師１名の専門職で対応し

ております。相談内容によっては、電話や家庭訪問に加えて、学校や保育所、児童相談所等の職員を

交えた相談の場を設けたり、発達に関する専門的な相談機関を紹介するなど、必要な支援が受けられ

るように調整を行っているところです。 

次に、玉村幼稚園を認定こども園に移行して、待機児童解消を図ることはできないかについてお答

えいたします。現在、玉村町では人口減少が続いており、未就学児の人口も年々減少している状況で

す。しかしながら、核家族化の進行や女性の社会進出、共働き世帯の増加などにより、保育に対する

ニーズが高まっており、未就学児人口が減少しているにもかかわらず、保育認定児は年々増加し、特

にゼロ歳児や１歳児においては、待機児童が生じてしまう状況となっております。そのため、町では

この待機児童を早期に解消すべく、新たな保育施設の誘致について具体的な計画の策定を開始し、今

年度中に民間保育施設の公募を開始できるよう準備を進めているところです。この公募による保育施

設の誘致に当たっては、新規の土地取得や園舎建設に係る諸手続も必要となることから、議員ご指摘

のとおり、実際に開園できるまでには時間を要するものとなっております。その上で、ご質問にもあ

りました玉村幼稚園の認定こども園に移行するという点についてお答えいたします。 

保育所は、ゼロ歳から５歳までの未就学児を受け入れていますが、その利用のためには、保護者が

就労している等の要件が必要となっており、仕事をしている保護者に代わって子供を養育する福祉施

設としての位置づけとなります。一方、幼稚園は３歳児以上の児童が利用でき、その利用に際しては
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保護者の就労等の要件はなく、幼児教育を提供する教育施設としての位置づけとなります。これらに

対して、認定こども園は保育所機能と幼稚園機能を併せ持った施設であり、保護者の就労等を要件と

しない教育認定児と保護者の就労等を要件とする保育認定児の双方を受け入れることができる施設と

なっております。先ほど保育認定児が年々増えていることをご説明させていただきましたが、反対に

幼稚園を利用する教育認定児は年々減少しています。玉村幼稚園についても、入園希望者が右肩下が

りで減少し、年少児から年長児までの利用定員が１８０名のところ、令和６年４月時点での在園児は

５７名とおよそ３分の１となっております。また、年少児に限ってみると、在園児数は１５名と本来

の年少児利用定員の４分の１となっております。 

以上の点を踏まえると、保育所の誘致のみならず、教育認定児の減少についても町の課題であり、

玉村幼稚園の在り方も含めた全体の教育、保育施設の再編整備を協議していく必要があると認識して

います。議員ご指摘のとおり、県内でも幼稚園の認定こども園化や既存保育園との統合による認定こ

ども園化などを行っている施設が多くあり、当町においても玉村幼稚園の認定こども園化が選択肢の

一つとなり得ると考えています。一方で、仮に認定こども園化する場合には、保護者への説明やその

理解が必要であり、このまま公立で運営を継続するのか、民間へ移行するのかについても検討する必

要があります。さらに、教育委員会による玉村町の教育方針についても見直す必要があります。また、

認定こども園化する場合の利用定員や規模などについては、今後の町全体の未就学児の人口推計やニ

ーズを踏まえた上で、将来的に民間施設の経営を圧迫することのないよう配慮する必要があります。

さらに、玉村幼稚園の園舎は平成元年の建築であり、老朽化が進んでいるほか、認定こども園化した

際には、自園調理の給食施設を設けるなど、ハード面での対応についても必要になり、公立での改修

では、国や県の補助金が受けられないなどの課題もあります。そういった課題の解決手法を考えた際、

かつて南幼稚園を玉村幼稚園に統合し、その園舎を民間保育所の誘致に活用したように、仮に玉村幼

稚園を認定こども園化する場合にあっても、様々なパターンや方策が考えられます。いずれにしまし

ても、そういった課題を分析し適切な方針を定め、それに基づいて進めていく必要があることから、

仮に認定こども園化するとしても、現時点において具体的な移行期間をお示しすることができません。

しかしながら、町としましても、保育所の誘致、玉村幼稚園をはじめとする教育、保育施設再編整備

については、重要な課題として認識しておりますので、教育委員会とも協議、連携して丁寧に検討し

つつ、子ども・子育て会議の意見も聞きながら、可能な限り早く方針を決定して進めていきたいと考

えています。 

このご質問につきましては、教育長からもお答えいたします。 

最後に、子ども食堂の利用状況と今後の計画についてお答えいたします。子ども食堂に関しまして

は、食事を契機として交流の場、遊びの場、親と子のつながりの場をつくるだけでなく、貧困や孤食

に限らず、高齢者の方も気軽に参加することができる、そういった場をつくることも目的としており

ます。備前島議員のご質問にあるとおり、子ども食堂は町内に６か所設置されており、各小学校区を
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目安に各団体が活動しています。子ども食堂自体はボランティアによって運営されており、町からは

活動費の一部補助のほか、今年度は給食センターでお盆の入替え時に古いお盆のうち、状態のよいも

のを希望する団体へ配布いたします。また、運営団体ごとに企業などから食材の一部提供を受けるな

どの様々な連携により運営されております。利用料につきましては、保健所等の開設に向けた相談を

する中で、材料費以上の徴収はしないこととなっておりますので、多くが１００円程度となっていま

す。現在、健康の森児童館につきましては、夜間無料学習スペース開放日に合わせての実施を試行中

で、一般の方の利用を中止しておりますが、ほかの５か所の食堂に関しましては、月１回の開催が４か

所、２か月に１回の開催が１か所で、定員は食堂の規模で１０名から２０名程度となっており、毎回

定員に近い利用があると聞いております。今後に関しましては、新たに開設を希望する団体からの相

談がありましたら、各種手続など開設に向けた取組に対する支援を行います。既存の食堂に関しても、

フードバンクとの連携強化や企業などからの支援に関する情報が町にあった際の周知など、継続して

事業に取り組んでいただけるよう支援に取り組んでまいります。 

◇議長（石内國雄君） 教育長。 

              〔教育長 鈴木寛史君発言〕 

◇教育長（鈴木寛史君） 備前島久仁子議員の玉村幼稚園を認定こども園に移行して、待機児童解消

を図ることはできないかについてのご質問にお答えいたします。 

先ほど町長からの答弁でもありましたとおり、現在玉村幼稚園の在園児数は５歳児２０名、４歳児

２１名、３歳児１５名であり、利用定員の３分の１となっております。保護者の働き方の変化による

ところも大きいですが、幼稚園の利用者が年々減少していることは全国的な課題となっております。

しかしながら、幼稚園教育の理念を重視し、町立幼稚園を強く希望する保護者も一定数いらっしゃる

ことから、玉村幼稚園の教育についての魅力を発信し、保護者に選んでいただける園となるよう、鋭

意努力するとともに、町関係課との連携を図りながら、議員ご指摘の認定こども園への移行を含めて、

今後の方向性についても慎重に検討していきたいと考えております。 

以上でございます。 

◇議長（石内國雄君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 町長、教育長ともに丁寧なご回答、ご返答ありがとうございます。 

それでは、初めの町管理外の施設における樹木や雑草の除去、管理について伺います。私は、お昼

のときも滝川のところを通って帰りましたけれども、滝川の中州にやはり土砂が堆積しておりまして、

川が一方通行のように流れている状態であります。中州の雑木だったり雑草の上に、やはりペットボ

トルですとかごみが落ちておりまして、そのままの状態になっているのです。中州の堆積した土砂を

やはり撤去しない限りはああした状態が続くのであろうと思います。以前は、あそこにカモですとか

いろんな水鳥なんかが来て泳いでおりましたが、最近はその風景も見ることもなく、寂しい思いをし
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ておりますが、やはり年に何回ということで見回りもしているということでお聞きしましたけれども、

堆積した土砂はできるだけ除去できるように町のほうからも働きかけていただけるようにということ

の要望をしてまいりたいと思いますが、ご回答をお願いします。 

◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 原田英樹君発言〕 

◇都市建設課長（原田英樹君） お答えいたします。 

新井議員のご質問に対する町長の答弁にもございましたように県の管理になります。伊勢崎土木事

務所のほうに確認しましたところ、県の方針としましては、おおむね５年ごとに土砂の堆積状況の調

査をしていると。その結果、緊急性の高い箇所から順次堆積した土砂を撤去をしているということで

す。佐波伊勢崎管内を伊勢崎土木事務所が管理していますので、滝川以外の河川で土砂の堆積がひど

いところ、そういったところを今現在やっているような状況で、また前回調査が令和２年ということ

なので、おおむね５年ごとというと７年か８年頃、土砂の堆積の状況が調査されますので、それによ

って、一定の量を土砂が超えた場合には、県のほうで土砂の除去をするという予定でございます。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） ５年に１回でいいますと、かなりの量が堆積するのではないかと思いま

す。そして、たまたま土砂を撤去している、した後も見たこともありますが、橋から橋は大体１５０メ

ートルか２００メートルぐらいなのですよね。そうすると、橋から橋の間はきれいにしているのだけ

れども、次の橋から橋の間はそのままという状態も結構あるのです。どこからどこまでを５年に１回

やっているのかということをすごく疑問に思うのですが、１５０メートル、橋から橋の間だけやれば

済むということではなくて、できればやはり一連で土砂が堆積しているものは撤去してほしいと思う

のですが、私が見たときは橋から橋、そこだけでしたけれども、どのようにそれはなっているのでし

ょうか。 

◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 原田英樹君発言〕 

◇都市建設課長（原田英樹君） お答えいたします。 

５年に１度の調査のときに、現地を目視で確認して、また堆積が進んでいるものについては簡易的

な測量を行って、堆積の状況によって除去を行うということですので、橋から橋とかではなくて、堆

積が多いところを確認してやるということでございます。前回土砂の堆積の除去を行ったのが平成

１８年頃と。その際には、下流の東部工業団地のほうに向かう１０３号という下茂木の中を通るとこ

ろの橋から丹土橋という南中学校の裏の辺りの橋まで、その区間については平成１８年頃、土砂の堆

積の除去を行ったということです。それ以後も調査をしておりまして、今現在であるとやはり一定量
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まだ超えていないということで、土木事務所のほうは調査の結果とか、大規模な洪水とか、そういっ

たことがあった場合について土砂の除去を行う計画であるとのことです。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 伊勢崎土木が管轄だということでありますけれども、町の職員の方も注

意してそれを見ていただければと思います。 

それから、県立女子大学、そして処理場のところのフェンスを乗り越えた雑木ですけれども、年に

１回除去ということで、桜並木の桜を２０本ほどこのたびきれいに切りましたよね。そうしますと、

そのフェンスがよく見えるのですが、フェンスを処理場の雑木がもう覆っておりまして、物すごい量

がツタと絡まって歩道まで出ております。その状況の確認はされたことありますでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 原田英樹君発言〕 

◇都市建設課長（原田英樹君） お答えいたします。 

私も結構通る道なので、よく確認はしております。確かに水質浄化センターの中の樹木関係の落ち

葉とかもあったりもします。道路管理者としまして、歩道とか道路のほうに出ているものについては、

適宜依頼をかけまして除去していただくと。また、景観上問題があるようであれば、そういったご意

見があるということを直接伝えたいと思います。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 既に水質浄化センターできてから３０年、４０年経過しております。そ

のときに植えた樹木が相当な高さになってきております。当然フェンスを乗り越えて、みんな来てお

りますので、そういうものの撤去も随時、景観が悪くなっておりますので、要望していっていただき

たいと思います。 

そして、上之手地区では、年に１回処理場対策会議というのを設けております。そのときに町民の

方からの要望で必ず雑木がフェンスを越えている、そしてツタが絡まっている、歩道まで出ていると

いう意見が毎年町民の方から出ております。そして、落ち葉がたまった状態になっていると、これを

どうするのだということが町民の意見として出ております。ですので、あそこに生活している方はい

つもそれを見て感じているわけであります。ですから、その度に、はい、分かりましたということで

やってくれているのかどうかちょっとよく分かりませんけれども、見る限りそんなにきれいになって

いる様子はないです。ですので、町民からの要望がその都度そういうふうに出されておりますので、

その場所は注意して見ていただいて、そして歩道を覆ったりすることのないように、これはお願いし
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たいと思います。よろしくお願いいたします。 

続きまして、こども家庭センターについて伺います。４月から開設されたこども家庭センターであ

りますが、大変相談が多いということ、１００件を超える相談があるということで、不登校であった

り虐待であったり、心身の発達であったり、大変今までどこに相談していいか分からないというよう

な保護者の方たちの悩みが一気に、そこの家庭センターができたことによって、窓口として受け止め

ている箇所になっているかなというふうに思っておりますが、もちろんすぐ解決できる問題もあれば、

これはもう長く時間がかかる問題もあると認識しております。どちらかといえば、すぐ解決できると

いうよりも、やはりとても長く時間がかかる問題を抱えている相談の窓口になっているのではないか

なというふうに思いますが、一例としましては、どんな内容があるのか。そして、どのようにどこに

つなげていくのかということを教えてください。 

◇議長（石内國雄君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 今井理恵子君発言〕 

◇子ども育成課長（今井理恵子君） お答えします。 

例えば一番長く対応させていただいているかなというご家庭がありまして、そのご家庭で申し上げ

ますと、小さい頃からずっと関わってきたご家庭なのですけれども、親御さんの子育てに対する不安

感というのがとても強いようで、お子さんが小さいときから、学校に上がっても、ずっと長くご相談

が続いているというケースもございます。例えばこども家庭センターは、４月からスタートしたので

すけれども、４月から７月になるまでに５０回対応させていただいているご家庭もございます。例え

ば電話ですとか、窓口、あとはケース会議ですとか、面談などいろいろさせていただいているのです

けれども、学校ですとか、あとは保健センター、放課後児童クラブ、いろんな関係するところに一緒

に入っていただきまして、そこのお宅の親御さんやお子さんのためにどんな方法を取るのがいいのか

と、少しでもいい方向に行けるように丁寧に相談に乗っているような状況でございます。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 今伺いまして、びっくりしましたね。１つの家庭で４月から５０回もの

相談を受けているということになりますと、ちょっと今井課長の心身ともに大丈夫でしょうかという

ふうに心配もしたくなるのでありますけれども、やはりそれだけ子育てに不安を持っている親御さん

も多いという、これが現実なのかなというふうに思います。また、それには解決策がなかなか見いだ

せないということで不安を持ってそういうふうに相談されていると思いますが、それは一つの課だけ

ではなくて、あとどのように例えばお医者さんですとか、そういうところに役場の中だけの問題とい

うことではなくて、それを少しでも解決していく策を見いだすためにどのようにつなげていっている

のでしょうか。 
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◇議長（石内國雄君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 今井理恵子君発言〕 

◇子ども育成課長（今井理恵子君） お答えします。 

例えば医療にかかっていらっしゃる場合でしたら、主治医の先生にも入っていただいて、一緒に相

談に乗っていただくようなケースもございます。 

◇議長（石内國雄君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 保健師さんですとか助産師さんですとか、そういう方も入れて、できる

限りの対応をということであると思うのですけれども、今後そうした相談が減っていくとは思われな

いですよね。思われないですよね、子供に関するということは。やはり増えていく傾向にあるのだと

思うのです。それは、少子化で子供がとても減ってはいるのですが、それを抱えている不安ですとか、

そういうものの件数はやはり多くなっているのかなというふうに思っています。やはり大家族の中で

育っているという現状ではなくて、やはり孤立しているような、そして独り親世帯が増えているとい

う中で、問題の解決を見いだせないという人がやはり多いのではないかなと。そして、それをどこに

相談していいか分からないという家庭が多いのかなというふうに思います。４月からその取組があっ

て、今後も増えていくであろうというものを感じるので、これは１つの課だけではなくて、全課協力

して、そして対策につなげていっていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。そして、

課長も健康を害さないようにしていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それでは次に、認定こども園の話をしていきます。幼稚園ですと、文部科学省の所管で、そして学

校教育の施設ということになります。それが保育所ですと、厚生労働省の管轄で、そして児童福祉施

設という感じになってきます。ゼロ歳児から小学校の就学前の子供たちを預かるということで、保育

を担当するという保育所になってくると思います。一方で、また少しずつ増えつつある認定こども園

というのが、これがまた今度こども家庭庁というところが担当する、これは内閣府が担当ということ

で、みんなそれぞれがばらばらになって担当していくわけで、今国では幼保一元化ということで、働

いても働かなくてもどの子でもいつでも受け入れるという子供の施設を増やそうというふうには言っ

ていますが、現実問題として、これがなかなかそうした管轄が違うことによって、増えていかないと

いうことがあるかと思うのです。その辺教育長どのようにお考えでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 教育長。 

              〔教育長 鈴木寛史君発言〕 

◇教育長（鈴木寛史君） お答えいたします。 

ただいま備前島議員のご指摘のとおり、これは今に始まったことではないのですが、管轄する省庁

の違いによって、なかなか連携が十分に図れないことがいまだに続いております。またさらに、こど

も家庭庁という新たな柱が立ちまして、さらにまた複雑化しているという状況の中で、ただそういう
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状況ではありますけれども、またもう一つの動きとして、幼稚園、保育所、こども園にそれぞれ施設

の性格や成り立ちは違うけれども、保育内容、教育内容について、自治体として統一した共通の理念

を持つべきであろうと、そんな動きも今、動いている、動き始めているところです。そんなところを

にらみながら今後も施策を進めていきたいなという思いはあります。 

以上でございます。 

◇議長（石内國雄君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） ３０年ほど前は、玉村町に２つ幼稚園がありましたけれども、大変人気

で抽せんだったのです。抽せんで漏れてしまってどうしようという状態だったのです、３０年、また

２５年ぐらい前は。それが今は現実を聞きますと、３分の１、４分の１という幼稚園児の数になって

きておりまして、そして時代はこの２５年ぐらいの間に少子化という言葉も出てきました。そして、

子供が本当に少なくなっていく中で、けれども働く親が増えて、もうゼロ歳児からやはり預けたいと

いうことで、ゼロ歳、１歳の枠が取れなくて、待機児童が生まれているような現状ですよね。保育所

の待機児童というのは何人ぐらいいますか。 

◇議長（石内國雄君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 今井理恵子君発言〕 

◇子ども育成課長（今井理恵子君） お答えします。 

最近報道されたとおり、４月１日の段階で玉村町には待機児童が２人ございました。現在は解消さ

れております。ただ、隠れ待機というお子さんたちがいらっしゃいまして、どうしてもお兄ちゃんと

かお姉ちゃんがここの保育所に行っているから、そこが空くまで待ちますというふうに、実際施設は

空いているのですけれども、こちらの施設に入りたいので待ちますというお子さんたちはいらっしゃ

います。人数は申し訳ございません。ちょっとすぐに最新の状況が把握できていなくて申し訳ござい

ません。２０人くらいはいたような気がします。 

◇議長（石内國雄君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） ですから、上の子と同じ保育所に入りたいけれども入れないということ

で、違う保育所に通っているという、希望する保育所に入れないという待機児童のことを言っていま

すよね。そういう状態が続いているのですね。不思議なもので、少子化が進んでいる割には、保育所

の待機児童は増えている状態でありまして、玉村町だけではないのですよね、これもちろん高崎市な

んかも全てでありますけれども、やはりそういう問題を解決しないと、どうしても保育所探しで難航

しているような状態で、次の子を考えようかという状態にはやはりならないのです。働く親の身にな

ってみると、朝夕の保育所に送っていく時間、手間、そういうものを考えますと、本当にそこで１５分、

３０分取られるということは、それはもう少子化にもつながっていきますよね。それを思うと、そう
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いうことの解決からしなくては、国が取り組まなくては、もう幾ら少子化、少子化と何度叫んでみて

も、やはり進む一方ですよね。そういうことを考えますと、これからも少子化は転がるように進んで

いくのではないのかなというふうに思いますが、現実問題としまして、玉村町に１つある幼稚園の園

児の数が減っている。さて、それで幼稚園の存続をどうしようかというところに来ていると思うので

すけれども、実際この幼稚園を認定こども園に移行していくというふうに仮定した場合に、その手順

というのはどのようになっていくのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 今井理恵子君発言〕 

◇子ども育成課長（今井理恵子君） お答えします。 

今年度は、子ども・子育て支援の事業計画策定の年でございまして、策定のための作業を進めてい

るところでございます。新たな保育施設の誘致についても審議を進めておりまして、施設内容は計画

と連動していっているわけでございます。庁舎内におきましても、保育関連施設の再編会議というの

をつくりまして、協議を進め始めたところでございます。その内容は今後の方向性であったり、課題

の洗い出しですとか、そのためのスケジュールですとか、いろいろ今協議を進めているところでござ

います。子ども・子育て会議や保育所運営委員会などにその都度諮りながら、委員の皆さんのご意見

を伺いながら進めているところでございます。 

◇議長（石内國雄君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 実際認定こども園にしていこうとしますと、資金の面もありますし、そ

して園庭の面積などもあると思います。また、保育士の資格の持っている保育士も入れなくてはなら

ない。幼稚園と違って、さらに幅を広げて子供を受け入れられる状態になるとは思いますが、施設の

大きさですとか、また給食の提供するための給食室をどうするかとか、そうした様々な問題が出てく

るわけです。ですから、簡単に幼稚園をすぐ認定こども園にするということがなかなかできないわけ

です。いろんな過程を踏まないとできないわけです。ただ、玉村町で暮らします子供たちにとってみ

れば、幼稚園も保育園も子供にとってみたら、楽しく遊べたりする場所で、お友達をつくって遊べる

場所でありますけれども、入る施設によってそれぞれの基準が全部違ってくるというところで、ハー

ドルが非常に高いのではないかなというふうに思います。手続だけして、この幼稚園をすぐに認定こ

ども園として認めてくださいといって、すぐ募集をしますよというふうにならないところが難しいと

ころであると思うのですけれども、やはりそういう問題も全部クリアしていかないとならないわけで

あります。 

第５保育所の跡地というのは今どのようになっているのでしょうか。そして、今後どのような活用

を考えているのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 総務課長。 
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              〔総務課長 齋藤善彦君発言〕 

◇総務課長（齋藤善彦君） 第５保育所の跡地ということですけれども、現在は建物を壊して更地の

状態であります。役場内におきまして、どこか有効活用ができるところがあるかというふうに各課に

尋ねたところ、現在では特に利用したいというところがございませんので、今後時期を見ながら売却

のほうに向かうのではないかと現在は思っております。 

◇議長（石内國雄君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 民間の保育所を１つ誘致をするつもりでいると思うのですが、第５保育

所の跡地の活用ということはできないのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 今井理恵子君発言〕 

◇子ども育成課長（今井理恵子君） お答えします。 

第５保育所の跡地ということで、確かに保育所はあったのですけれども、現在ハザードマップを見

ていただけると分かるのですけれども、浸水想定区域に入っておりまして、新たに子供の施設をつく

るのには適していないと考えておりまして、そこにつくるということは考えておりません。 

◇議長（石内國雄君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） ということは、これから民間の保育所の誘致をする場合も、土地からと

いうことになっていくわけですよね、なるほど。そうですか。いろんな課題があるわけですけれども、

町は公設公営の保育所をなるべくでしたらば、その民間を受け入れていくという方向に進んでいくの

かと思うのですが、町長その辺はどのように考えているのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君発言〕 

◇町長（石川眞男君） 保育所の誘致、それから玉村幼稚園をはじめとした教育や保育施設の再編を

やはりトータルで考えて進めて、地域バランスとかいろんなものを勘案しながら対応していこうと思

っていますので、今そのことに動き出したところですので、またこの場で具体的なことは言える段階

ではないです。 

◇議長（石内國雄君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 待機児童が多いからといって、保育所をむやみに誘致すればいいという

ものではなくて、人口はどんどん、どんどん減っていく状態にありますので、将来的なものも鑑みて

これから検討していくのであるかと思いますので、何とかその待機児童の問題、そして幼稚園の問題、

そこも将来的にどうするかということもだんだん考えていかなくてはならない時期に来ているかなと
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いうふうには感じております。分かりました。 

それでは、子ども食堂について伺います。先ほども丁寧にご回答いただきました。玉村町では、今

６か所で子ども食堂を行っております。学校毎にそれぞれ子ども食堂があるということはすばらしい

取組であって、これは小さなコンパクトシティーの玉村町だからできることかなというふうに思いま

す。高崎市では到底そんなことは取り組んでいない状態でありますよね。私も南小学校区の子ども食

堂にできるだけ足を運んで、そして参加しております。大体スタッフの方が七、八名、朝早くからや

はりお昼のために、あらゆる食材で作ってくださって、もうこれカレーならカレーだけでいいのです

けれども、そのほかにも総菜をたくさん作ってくださってもてなすという感じでもてなしてくれてい

ます。フードバンクから、そして地域の農家の方から、そしてパン屋さんからもたくさんのパンを持

ってきてくださって、帰りには皆さんにお土産として提供しているのです。七、八名のスタッフの方、

ただ南小学校のところの子ども食堂は何せ子供がちょっと少なくて、毎回六、七名、そして親御さん

も入れて、それと南小学校のところの子ども食堂は、また長寿会の方ですとかお独り暮らしの高齢者

の方も２００円を払って活用しているということで、時には終わった後に子供たちと高齢者の方で一

緒にゲームをしたりして、何か居場所のような形になってとてもいい雰囲気になっています。子ども

食堂の本来の目的は、やはり独り親ですとか困窮者ということのために始まった事業であるかと思う

のですが、功を奏して地域の方がそうやって来て、そして交流して、独り暮らし高齢者の方にもこれ

はとてもいい時間ではないかなと。月に１回ですけれども、みんなと一緒に御飯を食べれるというこ

とでいい機会ではないかなというふうに喜んでおります。ただ、ちょっと参加者が少ないかなと。も

う少し呼びかけをして、困窮者でなくてもちょっとみんなと食べたいなとかそういうときに利用でき

るような呼びかけですよね。それをもう少ししたらいいのではないかな、みんなで食べた後もかなり

の食材が余っているので、もったいないのです。ですので、呼びかけをしていただきたいと思うので

すが、どうでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 教育長。 

              〔教育長 鈴木寛史君発言〕 

◇教育長（鈴木寛史君） すみません。私のほうからお答えするのが適切かどうか、失礼ですが、今

のお話を聞いて、南小の子ども食堂に限らず、これからの子ども食堂の在り方という点で大変大きな

示唆をいただいたような気がします。そんなすばらしい取組をしてくださっているところに、定期的

に通っている子供たちはそのよさを認識されていると思いますが、まだそういった活動内容を知らな

い子供たち、またその保護者も多々いらっしゃるということは容易に推測ができます。私たちが子ど

も食堂の運営に直接タッチしたり支援することはなかなか難しい面もありますが、今のお話のように、

小学校の子供たちが、中学校もそうですけれども、お世話になっているということを考えますと、何

らかの、小学校を通してのといいましょうか、小学校への情報提供、小学校からの情報提供、そんな

ものは無理のない範囲で可能になってくるのではないかなと。たくさん子供を集めることが一つの目
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的になると、またいろんな様々な問題や負担も生じてまいりますが、そんなところならば、ぜひ行っ

てみたいな、行ってみたら本当によかった、そんなふうに思ってくれる子供や親御さんが１人でも２人

でも増えてくることにつながればと思って、またちょっと町内の小学校と学校教育課、協議をしてみ

たいなと思っております。 

以上です。 

◇議長（石内國雄君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 子ども食堂に運営してくださっているスタッフの方というのですか、そ

ういう方というのはどのように募集をされて集まってきてくださっているのですか。 

◇議長（石内國雄君） 教育長。 

              〔教育長 鈴木寛史君発言〕 

◇教育長（鈴木寛史君） 私もあまり詳しいことを存じ上げているわけではないのですが、もう本当

にもともと小学校の先生たちが、あとスタッフの方が非常に中心となっていただいて、また声をかけ

ながら有志を募ってくださっていると、そんなふうなところを承知しておりますが、正式に町として

のスタッフの募集ということではございません。 

◇議長（石内國雄君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 南小区の子ども食堂のスタッフの方は、玉村町在住の方でほぼほぼない

のです。藤岡市などから来てくださって、やってくださっているのです。月１回ですけれども。そし

て、今まで上之手と宇貫と１か月置きに行ったり来たりだったのですけれども、お鍋とか釜とかが大

変重いものですから、それを毎回運ぶのが大変だということで、今は上之手の公民館にお皿とか全部

それを置かせてもらっていて、大変ありがたいのですよというふうに言っていましたけれども、なの

で持ち運びがない分、助かっているということでした。相当な数の御飯を炊きますし、カレーなんか

も大変な量を作るものですから、あれをまたお鍋を洗って違う会場にというと大変ですから、そこで

できるだけ置かせてもらってやっているということで、今は上之手の公民館だけになりましたけれど

も、どうぞ皆様も一度子ども食堂に足を運んでいただいて、そして一緒に楽しんでいただくという、

そういう時間も取っていただければ、また何かの発見になるかと思っておりますので。 

今フードバンクからもうまくこの食材が供給されて回っています。先日は、提供してくださる農家

の方を招いて、文化センターで子供たちがお料理を作って、お米なんかを提供してくださる農家の方

たちに提供したのです。そういう逆の、いつもありがとうございますという還元があったので、私も

そこに行ってみましたら、やはり農家の方たちも大変喜んでいましたし、また子供たちの交流、そし

てこういう方からお米を寄附してもらっているのだなということを子供たちも分かりますので、ああ

いう交流も続けていただければなというふうに思いますので、皆さんもぜひ一度子ども食堂のほうに
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足を運んでみてください。町としましても、各学校区にそういうことがあるということで、これはも

う子供支援だけではなくて、また地域の居場所づくり、そしていいものができているなというふうに

感じましたので、今日は質問をさせていただきましたので、今後ともよろしくお願いいたします。一

般質問を終わります。 

                      ◇                   

〇散  会 

◇議長（石内國雄君） 以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

これにて散会といたします。 

なお、明日９月４日水曜日は、午前９時までに議場へ参集ください。 

ご苦労さまでした。 

   午後４時２９分散会 

 


